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資-41

【創る】

【育つ】

Q5

Q5-3運営方針：育つ 「無回答」を除いた割合

調査
数（n）

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

無回答 回答
数

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

賛同
する割
合

賛同し
ない割
合

全体 1989 50.2 35.5 3.7 0.2 10.4 1782 56.1 39.6 4.1 0.2 95.7 4.3
小劇場・現代演劇 1423 48.7 37.1 3.9 0.3 10.0 1281 54.1 41.2 4.4 0.3 95.3 4.7
音楽劇 293 50.2 32.4 4.4 0.0 13.0 255 57.6 37.3 5.1 0.0 94.9 5.1
ミュージカル・商業演劇 60 43.3 41.7 1.7 0.0 13.3 52 50.0 48.1 1.9 0.0 98.1 1.9
古典芸能（歌舞伎・能） 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ダンス・現代舞踊 213 62.4 27.2 1.4 0.0 8.9 194 68.6 29.9 1.5 0.0 98.5 1.5
パフォーマンス 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 300 55.3 33.7 4.0 0.3 6.7 280 59.3 36.1 4.3 0.4 95.4 4.6
女性 1517 50.0 37.5 3.8 0.1 8.6 1387 54.7 41.0 4.1 0.1 95.7 4.3
18歳未満 57 73.7 19.3 3.5 0.0 3.5 55 76.4 20.0 3.6 0.0 96.4 3.6
18～29歳 243 67.5 25.1 2.9 0.0 4.5 232 70.7 26.3 3.0 0.0 97.0 3.0
30歳代 285 53.7 36.8 4.9 0.4 4.2 273 56.0 38.5 5.1 0.4 94.5 5.5
40歳代 396 51.0 39.4 4.0 0.3 5.3 375 53.9 41.6 4.3 0.3 95.5 4.5
50歳代 437 47.6 40.7 3.2 0.2 8.2 401 51.9 44.4 3.5 0.2 96.3 3.7
60歳以上 328 40.5 39.3 3.4 0.0 16.8 273 48.7 47.3 4.0 0.0 96.0 4.0

ﾁｹｯﾄ 加入 496 47.4 42.9 3.6 0.2 5.8 467 50.3 45.6 3.9 0.2 95.9 4.1
ｸﾗﾌﾞ 未加入 1282 52.2 35.3 3.8 0.2 8.6 1172 57.1 38.6 4.2 0.2 95.6 4.4

今日が初めて 561 56.1 31.2 3.7 0.0 8.9 511 61.6 34.2 4.1 0.0 95.9 4.1
1～2回 256 52.7 34.4 5.1 0.4 7.4 237 57.0 37.1 5.5 0.4 94.1 5.9
3～5回 372 46.2 39.8 3.5 0.0 10.5 333 51.7 44.4 3.9 0.0 96.1 3.9
6～10回 247 52.2 37.7 2.8 0.0 7.3 229 56.3 40.6 3.1 0.0 96.9 3.1
11回以上 358 45.5 45.0 4.5 0.6 4.5 342 47.7 47.1 4.7 0.6 94.7 5.3

14年度調査結果 1146 53.8 32.9 3.7 0.5 9.2 1041 59.2 36.2 4.0 0.6 95.4 4.6
13年度調査結果 1569 45.6 39.4 4.3 0.6 10.1 1411 50.7 43.8 4.7 0.7 94.5 5.5
12年度調査結果 1599 48.5 36.5 3.8 0.8 10.5 1431 54.2 40.8 4.2 0.8 95.0 5.0
11年度調査結果 1688 51.3 35.6 4.3 0.5 8.4 1547 56.0 38.8 4.7 0.5 94.8 5.2
10年度調査結果 2379 46.4 38.8 4.9 0.5 9.4 2155 51.2 42.8 5.4 0.6 94.0 6.0
09年度調査結果 1692 47.8 37.3 5.1 0.6 9.2 1537 52.6 41.1 5.7 0.7 93.7 6.3
08年度調査結果 1732 48.0 35.9 5.6 0.8 9.8 1563 53.2 39.7 6.2 0.9 92.9 7.1
07年度調査結果 3033 47.2 37.4 5.8 0.7 8.9 2763 51.8 41.0 6.4 0.7 92.9 7.1
06年度調査結果 2766 47.7 37.6 5.6 0.6 8.5 2531 52.1 41.1 6.1 0.7 93.2 6.8
05年度調査結果 3073 48.6 36.1 5.7 0.4 9.3 2788 53.5 39.8 6.2 0.5 93.3 6.7
04年度調査結果 4708 50.3 36.8 5.6 0.6 6.8 4387 53.9 39.5 6.0 0.6 93.4 6.6
03年度調査結果 4078 45.8 35.6 5.4 0.7 12.6 3564 52.4 40.7 6.2 0.8 93.1 6.9

参
考

性
別

（単位：％）

ジ

ャ
ン
ル

鑑
賞
経
験

年
齢
層

Q5-2運営方針：創る 「無回答」を除いた割合

調査
数（n）

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

無回答 回答
数

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

賛同
する割
合

賛同し
ない割
合

全体 1989 49.5 35.8 3.8 0.3 10.6 1779 55.4 40.0 4.3 0.3 95.4 4.6
小劇場・現代演劇 1423 49.7 36.5 3.7 0.4 9.8 1283 55.1 40.5 4.1 0.4 95.6 4.4
音楽劇 293 44.0 35.5 5.8 0.3 14.3 251 51.4 41.4 6.8 0.4 92.8 7.2
ミュージカル・商業演劇 60 46.7 38.3 1.7 0.0 13.3 52 53.8 44.2 1.9 0.0 98.1 1.9
古典芸能（歌舞伎・能） 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ダンス・現代舞踊 213 56.8 31.0 2.8 0.0 9.4 193 62.7 34.2 3.1 0.0 96.9 3.1
パフォーマンス 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 300 54.3 33.7 5.0 0.0 7.0 279 58.4 36.2 5.4 0.0 94.6 5.4
女性 1517 50.1 37.6 3.5 0.3 8.6 1387 54.8 41.1 3.8 0.3 95.9 4.1
18歳未満 57 66.7 24.6 1.8 1.8 5.3 54 70.4 25.9 1.9 1.9 96.3 3.7
18～29歳 243 65.4 27.6 2.1 0.4 4.5 232 68.5 28.9 2.2 0.4 97.4 2.6
30歳代 285 55.8 34.7 4.6 0.4 4.6 272 58.5 36.4 4.8 0.4 94.9 5.1
40歳代 396 50.8 41.4 2.8 0.0 5.1 376 53.5 43.6 2.9 0.0 97.1 2.9
50歳代 437 49.0 38.4 4.6 0.5 7.6 404 53.0 41.6 5.0 0.5 94.6 5.4
60歳以上 328 39.3 38.4 4.0 0.0 18.3 268 48.1 47.0 4.9 0.0 95.1 4.9

ﾁｹｯﾄ 加入 496 49.6 39.9 4.2 0.4 5.8 467 52.7 42.4 4.5 0.4 95.1 4.9
ｸﾗﾌﾞ 未加入 1282 50.9 36.7 3.6 0.2 8.7 1171 55.7 40.1 3.9 0.3 95.8 4.2

今日が初めて 561 54.9 32.6 3.0 0.5 8.9 511 60.3 35.8 3.3 0.6 96.1 3.9
1～2回 256 52.3 34.4 5.1 0.4 7.8 236 56.8 37.3 5.5 0.4 94.1 5.9
3～5回 372 43.0 41.1 5.6 0.0 10.2 334 47.9 45.8 6.3 0.0 93.7 6.3
6～10回 247 51.4 38.9 2.0 0.0 7.7 228 55.7 42.1 2.2 0.0 97.8 2.2
11回以上 358 50.8 41.1 3.4 0.3 4.5 342 53.2 43.0 3.5 0.3 96.2 3.8

14年度調査結果 1146 56.0 31.6 2.9 0.3 9.2 1041 61.7 34.8 3.2 0.4 96.4 3.6
13年度調査結果 1569 51.6 34.5 3.8 0.1 9.9 1413 57.3 38.3 4.2 0.1 95.6 4.4
12年度調査結果 1599 51.8 34.7 3.3 0.3 9.9 1440 57.6 38.5 3.6 0.3 96.1 3.9
11年度調査結果 1688 53.6 34.4 3.8 0.2 8.1 1552 58.2 37.4 4.1 0.3 95.6 4.4
10年度調査結果 2379 48.7 37.7 4.0 0.4 9.2 2160 53.7 41.5 4.4 0.5 95.2 4.8
09年度調査結果 1692 50.1 36.8 3.7 0.3 9.1 1538 55.1 40.5 4.1 0.3 95.6 4.4
08年度調査結果 1732 47.9 37.3 4.4 0.5 9.8 1562 53.1 41.4 4.9 0.6 94.5 5.5
07年度調査結果 3033 49.0 36.5 5.1 0.6 8.8 2765 53.8 40.0 5.6 0.6 93.8 6.2
06年度調査結果 2766 47.3 38.9 5.0 0.6 8.2 2540 51.5 42.4 5.5 0.6 93.9 6.1
05年度調査結果 3073 48.6 36.8 5.2 0.3 9.1 2794 53.4 40.5 5.7 0.4 94.0 6.0
04年度調査結果 4708 48.3 39.5 5.4 0.7 6.2 4418 51.5 42.1 5.7 0.7 93.5 6.5
03年度調査結果 4078 45.0 37.8 4.5 0.4 12.3 3575 51.3 43.1 5.2 0.4 94.4 5.6

年
齢
層

ジ

ャ
ン
ル

（単位：％）

参
考

性
別

鑑
賞
経
験
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【支える】

Q5

Q5-4運営方針：支える 「無回答」を除いた割合

調査
数（n）

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

無回答 回答
数

ぜひ
やって
ほしい

まあ
やって
ほしい

あまり
やる必
要はな
い

まったく
やる必
要はな
い

賛同
する割
合

賛同し
ない割
合

全体 1989 49.9 36.6 2.8 0.2 10.5 1781 55.8 40.9 3.1 0.2 96.6 3.4
小劇場・現代演劇 1423 49.0 38.4 2.5 0.3 9.8 1284 54.3 42.6 2.8 0.3 96.9 3.1
音楽劇 293 51.9 31.1 3.1 0.0 14.0 252 60.3 36.1 3.6 0.0 96.4 3.6
ミュージカル・商業演劇 60 45.0 36.7 5.0 0.0 13.3 52 51.9 42.3 5.8 0.0 94.2 5.8
古典芸能（歌舞伎・能） 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ダンス・現代舞踊 213 54.9 31.9 3.8 0.0 9.4 193 60.6 35.2 4.1 0.0 95.9 4.1
パフォーマンス 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 300 58.0 31.7 3.3 0.3 6.7 280 62.1 33.9 3.6 0.4 96.1 3.9
女性 1517 49.1 39.5 2.7 0.1 8.6 1386 53.8 43.2 3.0 0.1 97.0 3.0
18歳未満 57 66.7 19.3 8.8 0.0 5.3 54 70.4 20.4 9.3 0.0 90.7 9.3
18～29歳 243 65.0 28.4 1.6 0.4 4.5 232 68.1 29.7 1.7 0.4 97.8 2.2
30歳代 285 55.4 36.5 3.5 0.0 4.6 272 58.1 38.2 3.7 0.0 96.3 3.7
40歳代 396 51.3 40.7 2.8 0.3 5.1 376 54.0 42.8 2.9 0.3 96.8 3.2
50歳代 437 48.1 42.1 2.1 0.2 7.6 404 52.0 45.5 2.2 0.2 97.5 2.5
60歳以上 328 39.9 39.6 3.0 0.0 17.4 271 48.3 48.0 3.7 0.0 96.3 3.7

ﾁｹｯﾄ 加入 496 46.2 45.6 2.0 0.4 5.8 467 49.0 48.4 2.1 0.4 97.4 2.6
ｸﾗﾌﾞ 未加入 1282 52.4 35.8 3.1 0.1 8.6 1172 57.3 39.2 3.4 0.1 96.5 3.5

今日が初めて 561 52.9 34.0 3.4 0.2 9.4 508 58.5 37.6 3.7 0.2 96.1 3.9
1～2回 256 52.7 35.5 3.5 0.4 7.8 236 57.2 38.6 3.8 0.4 95.8 4.2
3～5回 372 45.2 42.7 2.4 0.0 9.7 336 50.0 47.3 2.7 0.0 97.3 2.7
6～10回 247 54.7 35.6 2.0 0.0 7.7 228 59.2 38.6 2.2 0.0 97.8 2.2
11回以上 358 48.0 44.7 2.8 0.3 4.2 343 50.1 46.6 2.9 0.3 96.8 3.2

（単位：％）

ジ

ャ
ン
ル

性
別

年
齢
層

鑑
賞
経
験



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 日頃の鑑賞活動 
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参考｜調査票 
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利用者調査結果 
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資-62

(1) 劇場の使いごこちに関する総合的な満足度

※ 回答母数が少ないので、回答件数と％を併記する。
※ 表の上段は件数、下段は％である。また、網掛け部分は、最も回答が多い項目である。
※ 集計表には、参考として09年度～12年度の各年度の数字を掲載している。

Q1

・北九州芸術劇場の使いごこちに関する総合的な満足度は、「とても満足している」が83.5%（142
件）、「まあ満足している」が12.9%（22件）であり、無回答を除いた満足層の割合は99.4%（164件）
である。劇場利用者の満足度は大変高い。 
・経年変化でみると、09年度以降で「とても満足している」回答の割合が最も高い割合となってい
る。 

83.5  12.9  

0.6  

2.9  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても満足している まあ満足している あまり満足していない まったく満足していない 無回答 

n=170 

満足層（「とても満足」+「まあ満足」、除無回答）の割合：99.4% 

Q1　使いごこちに関する総合的な意見
とても満足
している

まあ満足
している

あまり満
足してい

ない

まったく満
足してい

ない

無回答

15年度 170 142 22 1 0 5 164
100.0 83.5 12.9 0.6 0.0 2.9 99.4

14年度 135 101 27 1 0 6
100.0 74.8 20.0 0.7 0.0 4.4

13年度 152 115 33 1 0 3
100.0 75.7 21.7 0.7 0.0 2.0

12年度 165 131 29 1 0 4
100.0 79.4 17.6 0.6 0.0 2.4

11年度 163 120 36 1 0 6
100.0 73.6 22.1 0.6 0.0 3.7

10年度 145 102 39 0 1 3
100.0 70.3 26.9 0.0 0.7 2.1

09年度 149 113 31 2 0 3
100.0 75.8 20.8 1.3 0.0 2.0

調査数 満足層
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(2) 劇場に関する意見　【施設について】 Q2

・劇場の施設に関する７項目についての意見をみると、肯定的な評価（「はい」+「どちらかといえ
ば『はい』」）の割合は、「館内が清潔」、「ホワイエや客席など劇場の雰囲気がよい」、「舞台設
備・機器が充実している」の３項目で100%となっており、他の４項目は、95%以上となっている。 
・「はい」の割合をみると、「館内が清潔」、「ホワイエや客席など劇場の雰囲気がよい」、「舞台設
備・機器が充実している」、「舞台裏の施設・設備が使いやすい」、「設備・機器などを安全に使
用できた」の５項目は、「はい」の割合が90%以上となっており、施設に関する評価は大変高い。
とくに、「設備・機器などを安全に使用できた」での「はい」の割合が98.2%で、09年度以降で最も
高い割合となっている。 
・開館以来、他の項目に比べると「はい」への回答割合が低い「搬入・搬出がやりやすい」だが、
経年変化でみると、昨年度に比べて評価が若干高く（14年度：77.0% → 15年度：78.2%）、09年
度以降で最も高い割合となっている。 

97.6  

96.5  

86.5  

78.2  

95.3  

90.6  

98.2  

1.8  

2.9  

10.6  

17.6  

4.7  

7.6  

1.2  

1.8  

2.9  

1.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館内が清潔 

ﾎﾜｲｴや客席など劇場の雰囲気がよい 

劇場の広さ（客席数）がちょうどよい 

搬入・搬出がやりやすい 

舞台設備・機器が充実している 

舞台裏の施設・設備が使いやすい 

設備・機器などを安全に使用できた 

「はい」 どちらかといえば「はい」 どちらかといえば「いいえ」 「いいえ」 無回答 

n=170 ※グラフの見やすさを優先するため、1.0%未満の数値は省略している。 
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【「はい」の割合比較  14年度・15年度】

Q2

97.8  

96.3  

85.9  

77.0  

92.6  

92.6  

94.1  

97.6  

96.5  

86.5  

78.2  

95.3  

90.6  

98.2  

50% 60% 70% 80% 90% 100%

館内が清潔 

ﾎﾜｲｴや客席など劇場の雰囲気がよい 

劇場の広さ（客席数）がちょうどよい 

搬入・搬出がやりやすい 

舞台設備・機器が充実している 

舞台裏の施設・設備が使いやすい 

設備・機器などを安全に使用できた 

14年度 15年度 
n=170 
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【館内が清潔】

※ 満足層は、「はい」＋「どちらかといえば『はい』」の割合。無回答を除く。

【ホワイエや客席など劇場の雰囲気がよい】

【劇場の広さ（客席数）がちょうどよい】

Q2

Q2-施設①　館内が清潔
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 166 3 0 0 1 169
100.0 97.6 1.8 0.0 0.0 0.6 100.0

14年度 135 132 3 0 0 0
100.0 97.8 2.2 0.0 0.0 0.0

13年度 152 148 4 0 0 0
100.0 97.4 2.6 0.0 0.0 0.0

12年度 165 161 4 0 0 0
100.0 97.6 2.4 0.0 0.0 0.0

11年度 163 159 4 0 0 0
100.0 97.5 2.5 0.0 0.0 0.0

10年度 145 142 3 0 0 0
100.0 97.9 2.1 0.0 0.0 0.0

09年度 149 143 6 0 0 0
100.0 96.0 4.0 0.0 0.0 0.0

調査数 満足層

Q2-施設②　ﾎﾜｲｴや客席など劇場の雰囲気がよい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 164 5 0 0 1 169
100.0 96.5 2.9 0.0 0.0 0.6 100.0

14年度 135 130 4 1 0 0
100.0 96.3 3.0 0.7 0.0 0.0

13年度 152 142 9 1 0 0
100.0 93.4 5.9 0.7 0.0 0.0

12年度 165 160 5 0 0 0
100.0 97.0 3.0 0.0 0.0 0.0

11年度 163 152 11 0 0 0
100.0 93.3 6.7 0.0 0.0 0.0

10年度 145 140 5 0 0 0
100.0 96.6 3.4 0.0 0.0 0.0

09年度 149 141 7 1 0 0
100.0 94.6 4.7 0.7 0.0 0.0

調査数 満足層

Q2-施設③　劇場の広さ（客席数）がちょうどよい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 147 18 3 1 1 165
100.0 86.5 10.6 1.8 0.6 0.6 97.6

14年度 135 116 13 1 4 1
100.0 85.9 9.6 0.7 3.0 0.7

13年度 152 132 14 5 1 0
100.0 86.8 9.2 3.3 0.7 0.0

12年度 165 144 17 2 1 1
100.0 87.3 10.3 1.2 0.6 0.6

11年度 163 128 26 6 3 0
100.0 78.5 16.0 3.7 1.8 0.0

10年度 145 119 18 3 4 1
100.0 82.1 12.4 2.1 2.8 0.7

09年度 149 131 16 1 1 0
100.0 87.9 10.7 0.7 0.7 0.0

調査数 満足層
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【搬入・搬出がやりやすい】

【舞台設備・機器が充実している】

【舞台裏の施設・設備が使いやすい】

Q2

Q2-施設④　搬入・搬出がやりやすい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 133 30 5 2 0 163
100.0 78.2 17.6 2.9 1.2 0.0 95.9

14年度 135 104 20 7 1 3
100.0 77.0 14.8 5.2 0.7 2.2

13年度 152 110 37 4 0 1
100.0 72.4 24.3 2.6 0.0 0.7

12年度 165 126 29 6 1 3
100.0 76.4 17.6 3.6 0.6 1.8

11年度 163 126 24 8 2 3
100.0 77.3 14.7 4.9 1.2 1.8

10年度 145 100 32 9 2 2
100.0 69.0 22.1 6.2 1.4 1.4

09年度 149 111 23 9 3 3
100.0 74.5 15.4 6.0 2.0 2.0

調査数 満足層

Q2-施設⑤　舞台設備・機器が充実している
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 162 8 0 0 0 170
100.0 95.3 4.7 0.0 0.0 0.0 100.0

14年度 135 125 6 2 0 2
100.0 92.6 4.4 1.5 0.0 1.5

13年度 152 140 11 0 0 1
100.0 92.1 7.2 0.0 0.0 0.7

12年度 165 150 13 0 0 2
100.0 90.9 7.9 0.0 0.0 1.2

11年度 163 151 11 0 0 1
100.0 92.6 6.7 0.0 0.0 0.6

10年度 145 128 15 0 0 2
100.0 88.3 10.3 0.0 0.0 1.4

09年度 149 144 3 1 0 1
100.0 96.6 2.0 0.7 0.0 0.7

調査数 満足層

Q2-施設⑥　舞台裏の施設・設備が使いやすい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 154 13 1 1 1 167
100.0 90.6 7.6 0.6 0.6 0.6 98.8

14年度 135 125 7 2 1 0
100.0 92.6 5.2 1.5 0.7 0.0

13年度 152 133 16 2 0 1
100.0 87.5 10.5 1.3 0.0 0.7

12年度 165 144 15 5 0 1
100.0 87.3 9.1 3.0 0.0 0.6

11年度 163 135 21 4 1 2
100.0 82.8 12.9 2.5 0.6 1.2

10年度 145 119 22 0 2 2
100.0 82.1 15.2 0.0 1.4 1.4

09年度 149 121 22 4 0 2
100.0 81.2 14.8 2.7 0.0 1.3

調査数 満足層
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【設備・機器などを安全に使用できた】

Q2

Q2-施設⑦　設備・機器などを安全に使用できた
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 167 2 0 1 0 169
100.0 98.2 1.2 0.0 0.6 0.0 99.4

14年度 135 127 7 0 0 1
100.0 94.1 5.2 0.0 0.0 0.7

13年度 152 142 8 0 0 2
100.0 93.4 5.3 0.0 0.0 1.3

12年度 165 156 6 0 0 3
100.0 94.5 3.6 0.0 0.0 1.8

11年度 163 153 8 1 0 1
100.0 93.9 4.9 0.6 0.0 0.6

10年度 145 134 9 0 0 2
100 92.4 6.2 0.0 0.0 1.4

09年度 149 142 7 0 0 0
100.0 95.3 4.7 0.0 0.0 0.0

調査数 満足層
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(3) 劇場に関する意見　【運営・応対について】 Q2

・劇場の運営や応対に関する12項目についての意見をみると、肯定的な評価（「はい」+「どちら
かといえば『はい』」）の割合は、「現在の開館時間は適当」以外の11項目で95%以上となっている。 
・また、「施設利用や予約情報が入手しやすい」、「現在の開館時間は適当」以外については、
「はい」への回答割合が90%以上と高い評価となっている。特に、当日の対応や事務スタッフ・フ
ロントスタッフの応対に関する項目に「はい」の回答が多い。「現在の開館時間は適当」について
は、他の項目に比べると、「どちらかといえば『いいえ』」（6.5%・11件）、「いいえ」（1.8%・３件）の回
答が多くなっている。 
・15年度は、「施設利用や予約情報が入手しやすい」、「利用問い合わせや予約が円滑」、「事前打ち

合わせが円滑」、「当日の対応が適切」、「施設の利用に関する説明が適切」、「事故や非常時の
対応等に関する説明が適切」、「現在の開館時間は適当」の７項目で14年度に比べて「はい」へ
の回答率が向上した。 
・今後の利用への意向は、「機会があればまた利用したい」に対して「はい」と回答した割合が
91.8%（156件）となっている。 

89.4  

92.9  

95.3  

97.6  

97.1  

95.3  

92.4  

91.8  

94.1  

97.6  

74.1  

91.8  
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2.9  

1.2  

16.5  

7.1  

1.2  

6.5  1.8  

1.8  

2.4  

1.2  

1.8  

1.8  

2.9  

1.2  

1.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設利用や予約情報が入手しやすい 

利用問い合わせや予約が円滑 

事前打ち合わせが円滑 

当日の対応が適切 

事務スタッフの応対がよい 

フロントスタッフの応対がよい 

技術スタッフの応対がよい 

苦情や要望への対応等が適切 

施設の利用に関する説明が適切 

事故や非常時の対応等に関する説明が適切 

現在の開館時間は適当 

機会があればまた利用したい 

「はい」 どちらかといえば「はい」 どちらかといえば「いいえ」 「いいえ」 無回答 

n=170 

※グラフの見やすさを優先するため、1.0%未満の数値は省略している。 
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【「はい」の割合比較  14年度・15年度】

Q2

88.9  

92.6  

92.6  

97.0  

97.8  
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96.3  
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74.1  

91.8  

50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設利用や予約情報が入手しやすい 

利用問い合わせや予約が円滑 

事前打ち合わせが円滑 

当日の対応が適切 

事務スタッフの応対がよい 

フロントスタッフの応対がよい 

技術スタッフの応対がよい 

苦情や要望への対応等が適切 

施設の利用に関する説明が適切 

事故や非常時の対応等に関する説明が適切 

現在の開館時間は適当 

機会があればまた利用したい 

14年度 15年度 
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【施設利用や予約情報が入手しやすい】

【利用問い合わせや予約が円滑】

【事前打ち合わせが円滑】

Q2

Q2-運営・応対①　施設利用や予約情報が入手しやすい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 152 14 1 0 3 166
100.0 89.4 8.2 0.6 0.0 1.8 99.4

14年度 135 120 9 0 0 6
100.0 88.9 6.7 0.0 0.0 4.4

13年度 152 138 12 0 0 2
100.0 90.8 7.9 0.0 0.0 1.3

12年度 165 146 15 1 0 3
100.0 88.5 9.1 0.6 0.0 1.8

11年度 163 132 23 3 0 5
100.0 81.0 14.1 1.8 0.0 3.1

10年度 145 112 26 0 1 6
100.0 77.2 17.9 0.0 0.7 4.1

09年度 149 131 17 1 0 0
100.0 87.9 11.4 0.7 0.0 0.0

調査数 満足層

Q2-運営・応対③　事前打ち合わせが円滑
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 162 6 0 1 1 168
100.0 95.3 3.5 0.0 0.6 0.6 99.4

14年度 135 125 2 3 0 5
100.0 92.6 1.5 2.2 0.0 3.7

13年度 152 137 8 3 1 3
100.0 90.1 5.3 2.0 0.7 2.0

12年度 165 150 9 1 1 4
100.0 90.9 5.5 0.6 0.6 2.4

11年度 163 145 11 2 1 4
100.0 89.0 6.7 1.2 0.6 2.5

10年度 145 120 18 2 3 2
100.0 82.8 12.4 1.4 2.1 1.4

09年度 149 129 13 5 0 2
100.0 86.6 8.7 3.4 0.0 1.3

調査数 満足層

Q2-運営・応対②　利用問い合わせや予約が円滑
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 158 8 0 0 4 166
100.0 92.9 4.7 0.0 0.0 2.4 100.0

14年度 135 125 5 0 0 5
100.0 92.6 3.7 0.0 0.0 3.7

13年度 152 138 11 0 0 3
100.0 90.8 7.2 0.0 0.0 2.0

12年度 165 155 4 1 0 5
100.0 93.9 2.4 0.6 0.0 3.0

11年度 163 140 13 4 0 6
100.0 85.9 8.0 2.5 0.0 3.7

10年度 145 122 13 1 2 7
100.0 84.1 9.0 0.7 1.4 4.8

09年度 149 136 10 1 0 2
100.0 91.3 6.7 0.7 0.0 1.3

調査数 満足層
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【当日の対応が適切】

【事務スタッフの応対がよい】

【フロントスタッフの応対がよい】

Q2

Q2-運営・応対④　当日の対応が適切
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 166 3 0 0 1 169
100.0 97.6 1.8 0.0 0.0 0.6 100.0

14年度 135 131 4 0 0 0
100.0 97.0 3.0 0.0 0.0 0.0

13年度 152 144 5 1 0 2
100.0 94.7 3.3 0.7 0.0 1.3

12年度 165 156 6 0 1 2
100.0 94.5 3.6 0.0 0.6 1.2

11年度 163 149 9 2 0 3
100.0 91.4 5.5 1.2 0.0 1.8

10年度 145 135 7 0 2 1
100.0 93.1 4.8 0.0 1.4 0.7

09年度 149 138 10 0 0 1
100.0 92.6 6.7 0.0 0.0 0.7

調査数 満足層

Q2-運営・応対⑥　フロントスタッフの応対がよい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 162 6 0 0 2 168
100.0 95.3 3.5 0.0 0.0 1.2 100.0

14年度 135 132 2 1 0 0
100.0 97.8 1.5 0.7 0.0 0.0

13年度 152 146 5 0 0 1
100.0 96.1 3.3 0.0 0.0 0.7

12年度 165 156 6 0 0 3
100.0 94.5 3.6 0.0 0.0 1.8

11年度 163 147 11 0 0 5
100.0 90.2 6.7 0.0 0.0 3.1

10年度 145 132 11 0 2 0
100.0 91.0 7.6 0.0 1.4 0.0

09年度 149 136 8 2 0 3
100.0 91.3 5.4 1.3 0.0 2.0

調査数 満足層

Q2-運営・応対⑤　事務スタッフの応対がよい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 165 4 0 0 1 169
100.0 97.1 2.4 0.0 0.0 0.6 100.0

14年度 135 132 3 0 0 0
100.0 97.8 2.2 0.0 0.0 0.0

13年度 152 144 6 0 0 2
100.0 94.7 3.9 0.0 0.0 1.3

12年度 165 156 7 0 0 2
100.0 94.5 4.2 0.0 0.0 1.2

11年度 163 153 7 1 0 2
100.0 93.9 4.3 0.6 0.0 1.2

10年度 145 137 6 0 2 0
100.0 94.5 4.1 0.0 1.4 0.0

09年度 149 143 5 1 0 0
100.0 96.0 3.4 0.7 0.0 0.0

調査数 満足層
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【技術スタッフの応対がよい】

【苦情や要望への対応等が適切】

【施設の利用に関する説明が適切】

Q2

Q2-運営・応対⑦　技術スタッフの応対がよい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 157 8 2 0 3 165
100.0 92.4 4.7 1.2 0.0 1.8 98.8

14年度 135 130 3 0 0 2
100.0 96.3 2.2 0.0 0.0 1.5

13年度 152 144 6 0 1 1
100.0 94.7 3.9 0.0 0.7 0.7

12年度 165 153 8 0 1 3
100.0 92.7 4.8 0.0 0.6 1.8

11年度 163 145 13 1 0 4
100.0 89.0 8.0 0.6 0.0 2.5

10年度 145 127 10 1 2 5
100.0 87.6 6.9 0.7 1.4 3.4

09年度 149 137 11 0 0 1
100.0 91.9 7.4 0.0 0.0 0.7

調査数 満足層

Q2-運営・応対⑨　施設の利用に関する説明が適切
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 160 5 0 0 5 165
100.0 94.1 2.9 0.0 0.0 2.9 100.0

14年度 135 120 6 1 1 7
100.0 88.9 4.4 0.7 0.7 5.2

13年度 152 139 9 0 0 4
100.0 91.4 5.9 0.0 0.0 2.6

12年度 165 152 7 0 0 6
100.0 92.1 4.2 0.0 0.0 3.6

11年度 163 144 10 2 0 7
100.0 88.3 6.1 1.2 0.0 4.3

10年度 145 120 16 4 0 5
100.0 82.8 11.0 2.8 0.0 3.4

09年度 149 128 17 2 0 2
100.0 85.9 11.4 1.3 0.0 1.3

調査数 満足層

Q2-運営・応対⑧　苦情や要望への対応等が適切
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 156 11 0 0 3 167
100.0 91.8 6.5 0.0 0.0 1.8 100.0

14年度 135 127 3 1 0 4
100.0 94.1 2.2 0.7 0.0 3.0

13年度 152 140 8 1 0 3
100.0 92.1 5.3 0.7 0.0 2.0

12年度 165 155 5 1 0 4
100.0 93.9 3.0 0.6 0.0 2.4

11年度 163 143 13 1 0 6
100.0 87.7 8.0 0.6 0.0 3.7

10年度 145 128 13 0 2 2
100.0 88.3 9.0 0.0 1.4 1.4

09年度 149 131 14 1 0 3
100.0 87.9 9.4 0.7 0.0 2.0

調査数 満足層
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【事故や非常時の対応等に対する説明が適切】

【現在の開館時間は適当】

【機会があればまた利用したい】

Q2

Q2-運営・応対⑩　事故や非常時の対応等に対する説明が適切

「はい」 どちらかと
いえば「は

い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 166 2 0 0 2 168
100.0 97.6 1.2 0.0 0.0 1.2 100.0

14年度 135 128 5 0 0 2
100.0 94.8 3.7 0.0 0.0 1.5

13年度 152 141 9 0 0 2
100.0 92.8 5.9 0.0 0.0 1.3

12年度 165 154 6 1 0 4
100.0 93.3 3.6 0.6 0.0 2.4

11年度 163 143 13 4 0 3
100.0 87.7 8.0 2.5 0.0 1.8

10年度 145 124 16 1 0 4
100.0 85.5 11.0 0.7 0.0 2.8

09年度 149 137 11 0 0 1
100.0 91.9 7.4 0.0 0.0 0.7

調査数 満足層

Q2　機会があればまた利用したい
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 156 12 1 0 1 168
100.0 91.8 7.1 0.6 0.0 0.6 99.4

14年度 135 126 7 1 0 1
100.0 93.3 5.2 0.7 0.0 0.7

13年度 152 140 11 0 0 1
100.0 92.1 7.2 0.0 0.0 0.7

12年度 165 155 6 2 0 2
100.0 93.9 3.6 1.2 0.0 1.2

11年度 163 148 10 2 0 3
100.0 90.8 6.1 1.2 0.0 1.8

10年度 145 120 17 1 2 5
100 82.8 11.7 0.7 1.4 3.4

09年度 149 137 11 1 0 0
100.0 91.9 7.4 0.7 0.0 0.0

調査数 満足層

Q2-運営・応対⑪　現在の開館時間は適当
「はい」 どちらかと

いえば「は
い」

どちらかと
いえば「い

いえ」

「いいえ」 無回答

15年度 170 126 28 11 3 2 154
100.0 74.1 16.5 6.5 1.8 1.2 91.7

14年度 135 97 24 8 5 1
100.0 71.9 17.8 5.9 3.7 0.7

13年度 152 98 34 13 5 2
100.0 64.5 22.4 8.6 3.3 1.3

12年度 165 115 29 9 5 7
100.0 69.7 17.6 5.5 3.0 4.2

11年度 163 101 32 21 6 3
100.0 62.0 19.6 12.9 3.7 1.8

10年度 145 86 28 21 7 3
100.0 59.3 19.3 14.5 4.8 2.1

09年度 149 86 37 16 7 3
100.0 57.7 24.8 10.7 4.7 2.0

調査数 満足層
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(4) 施設を利用する際、重視すること Q3

・施設を利用する際重視することとして最も回答が多いのは、「立地がよいこと」（84.1%・143件）、
次いで「ホールの規模が適切」（80.6%・137件）となっている。 
・次いで、「分野に適したホール特性」が60%台、「利用料金が安い」と「劇場関係者が親切」と「舞
台設備・機器が充実」が50%台となっており、施設面だけでなく、人や運営面を重視する声も挙
がっている。 

84.1  

80.6  

64.7  

53.5  

52.9  

51.8  

40.0  

38.2  

30.6  

17.6  

2.4  

0% 25% 50% 75% 100%

立地がよいこと 

ホールの規模が適切 

分野に適したホール特性 

利用料金が安い 

劇場関係者が親切 

舞台設備・機器が充実 

技術スタッフの専門性が高い 

舞台裏設備が使いやすい 

ﾎﾜｲｴや客席など劇場の雰囲気がよい 

予約の方法が簡単 

その他 ※「無回答」を除き、回答の多い順に掲載 

n=170 

Q3　施設利用の際、重視すること
立地が
よいこと

分野に
適した
ホール
特性

ホール
の規模
が適切

舞台設
備・機
器が充

実

舞台裏
設備が
使いや
すい

劇場の
雰囲気
がよい

利用料
金が安

い

予約の
方法が
簡単

技術ス
タッフの
専門性
が高い

劇場関
係者が
親切

その他 無回答

15年度 170 143 110 137 88 65 52 91 30 68 90 4 4
100.0 84 .1 64.7 80.6 51.8 38.2 30.6 53.5 17.6 40.0 52.9 2.4 2.4

14年度 135 115 81 105 76 53 52 74 30 56 85 2 2
100.0 85 .2 60.0 77.8 56.3 39.3 38.5 54.8 22.2 41.5 63.0 1.5 1.5

13年度 152 132 83 117 76 64 47 85 31 60 88 8 1
100.0 86 .8 54.6 77.0 50.0 42.1 30.9 55.9 20.4 39.5 57.9 5.3 0.7

12年度 165 140 115 138 99 74 70 87 27 64 98 6 1
100.0 84 .8 69.7 83.6 60.0 44.8 42.4 52.7 16.4 38.8 59.4 3.6 0.6

11年度 163 139 95 130 91 68 73 79 28 55 85 6 2
100.0 85 .3 58.3 79.8 55.8 41.7 44.8 48.5 17.2 33.7 52.1 3.7 1.2

10年度 145 120 71 110 76 48 42 78 26 52 68 2 3
100.0 82 .8 49.0 75.9 52.4 33.1 29.0 53.8 17.9 35.9 46.9 1.4 2.1

09年度 149 129 89 127 89 51 54 84 32 60 87 0 1
100.0 86 .6 59.7 85.2 59.7 34.2 36.2 56.4 21.5 40.3 58.4 0.0 0.7

調査数
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(4) 施設を利用する際、最も重視すること・2番目に重視すること

※ Q3・SQ1は回答が一つ（シングル・アンサー）のため、本来であれば帯グラフでの表示が適当であるが、
選択肢の数が多いため、見やすさから棒グラフを用いた。

Q3

24.7  

26.5  

26.5  

2.9  

0  

1.2  

10.6  

0  

0.6  

2.9  

1.2  

2.9  

20.0  

11.2  

23.5  

11.2  

1.8  

2.9  

15.3  

0  

5.3  

4.7  

0  

4.1  

0% 10% 20% 30% 40%

立地がよいこと 

分野に適したホール特性 

ホールの規模が適切 

舞台設備・機器が充実 

舞台裏設備が使いやすい 

ホワイエや客席など劇場の雰囲気がよい 

利用料金が安い 

予約の方法が簡単 

技術スタッフの専門性が高い 

劇場関係者が親切 

その他 

無回答 

最も重視すること 

2番目に重視すること 

n=170 

・施設を利用する際に最も重視することは「ホールの規模が適切」と「分野に適したホール特性」
が同数（26.5%・45件）で最も多く、次いで「立地が良いこと」（24.7%・42件）、「利用料金が安い」
（10.6%・18件）と続いており、その他の項目は10%未満である。 
・２番目に重視することは、「ホールの規模が適切」（23.5%・40件）が最も多く、次いで「立地が良
いこと」（20.0%・34件）、「利用料金が安い」（15.3%・26件）となっている。「利用料金が安い」は、最
も重視する割合よりも２番目に重視する割合が高い。 
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【最も重視すること】

【2番目に重視すること】

Q3

Q3　　SQ1-①　最も重視すること
立地が
よいこと

分野に
適した
ホール
特性

ホール
の規模
が適切

舞台設
備・機
器が充

実

楽屋等
舞台裏
設備が
使いや
すい

劇場の
雰囲気
がよい

利用料
金が安

い

予約の
方法が
簡単

技術ス
タッフの
専門性
が高い

劇場関
係者が
親切

その他 無回答

15年度 170 42 45 45 5 0 2 18 0 1 5 2 5
100.0 24.7 26 .5 26 .5 2.9 0.0 1.2 10.6 0.0 0.6 2.9 1.2 2.9

14年度 135 43 35 31 6 0 2 9 0 1 6 0 2
100.0 31 .9 25.9 23.0 4.4 0.0 1.5 6.7 0.0 0.7 4.4 0.0 1.5

13年度 152 45 40 41 2 1 1 10 0 1 5 4 2
100.0 29 .6 26.3 27.0 1.3 0.7 0.7 6.6 0.0 0.7 3.3 2.6 1.3

12年度 165 49 48 42 6 0 1 8 0 3 6 0 2
100.0 29 .7 29.1 25.5 3.6 0.0 0.6 4.8 0.0 1.8 3.6 0.0 1.2

11年度 163 46 37 44 8 1 1 12 0 2 7 2 3
100.0 28 .2 22.7 27.0 4.9 0.6 0.6 7.4 0.0 1.2 4.3 1.2 1.8

10年度 145 46 30 42 7 1 1 10 0 0 4 1 3
100.0 31 .7 20.7 29.0 4.8 0.7 0.7 6.9 0.0 0.0 2.8 0.7 2.1

09年度 149 38 34 51 4 0 2 11 0 2 5 1 1
100.0 25.5 22.8 34 .2 2.7 0.0 1.3 7.4 0.0 1.3 3.4 0.7 0.7

調査数

Q3　　SQ1-②　2番目に重視すること
立地が
よいこと

分野に
適した
ホール
特性

ホール
の規模
が適切

舞台設
備・機
器が充

実

舞台裏
設備が
使いや
すい

劇場の
雰囲気
がよい

利用料
金が安

い

予約の
方法が
簡単

技術ス
タッフの
専門性
が高い

劇場関
係者が
親切

その他 無回答

15年度 170 34 19 40 19 3 5 26 0 9 8 0 7
100.0 20.0 11.2 23 .5 11.2 1.8 2.9 15.3 0.0 5.3 4.7 0.0 4.1

14年度 135 23 19 35 9 6 3 21 0 7 7 0 5
100.0 17.0 14.1 25 .9 6.7 4.4 2.2 15.6 0.0 5.2 5.2 0.0 3.7

13年度 152 29 17 34 16 2 5 30 1 5 8 2 3
100.0 19.1 11.2 22 .4 10.5 1.3 3.3 19.7 0.7 3.3 5.3 1.3 2.0

12年度 165 31 16 39 16 9 9 24 0 7 10 0 4
100.0 18.8 9.7 23 .6 9.7 5.5 5.5 14.5 0.0 4.2 6.1 0.0 2.4

11年度 163 39 16 33 17 6 8 30 0 4 6 0 4
100.0 23 .9 9.8 20.2 10.4 3.7 4.9 18.4 0.0 2.5 3.7 0.0 2.5

10年度 145 31 13 28 12 5 5 23 1 5 14 1 7
100.0 21 .4 9.0 19.3 8.3 3.4 3.4 15.9 0.7 3.4 9.7 0.7 4.8

09年度 149 44 17 33 21 2 4 13 2 6 6 0 1
100.0 29 .5 11.4 22.1 14.1 1.3 2.7 8.7 1.3 4.0 4.0 0.0 0.7

調査数
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(5) 劇場を利用したきっかけ Q4

・劇場を利用したきっかけは、「前回使用して良かったため」への回答が最も多く、71.2%（121件）
を占めている。劇場への満足度が高いこと、そのため、リピーターの利用が多いことがうかがえ
る。 
・次いで、「Q-3のSQ-1の項目が備わっているため」（18.2%・31件）となっており、「立地がよいこ
と」や「ホールの規模が適切」といった上位項目が劇場利用のきっかけになっていると考えられ
る。 

71.2  

18.2  

10.6  

8.2  

7.6  

5.9  

5.3  

0% 25% 50% 75% 100%

前回使用して良かったため 

Q-3のSQ-1の項目が備わっているため 

劇場のHP、情報誌を観て 

友人・知人、関係者に勧められて 

実際に施設を見学して 

無回答 

その他 n=170 

Q4　劇場を利用したきっかけ
劇場の

HP、情報
誌を観て

友人・知
人、関係
者に勧め

られて

実際に施
設を見学

して

前回使用
して良かっ

たため

Q-3の
SQ-1の項

目

その他 無回答

15年度 170 18 14 13 121 31 9 10
100.0 10.6 8.2 7.6 71.2 18.2 5.3 5.9

14年度 135 10 13 10 99 32 10 5
100.0 7.4 9.6 7.4 73.3 23.7 7.4 3.7

13年度 152 16 22 17 109 35 15 2
100.0 10.5 14.5 11.2 71.7 23.0 9.9 1.3

12年度 165 24 14 24 116 43 6 4
100.0 14.5 8.5 14.5 70.3 26.1 3.6 2.4

11年度 163 21 20 20 100 37 10 9
100.0 12.9 12.3 12.3 61.3 22.7 6.1 5.5

10年度 145 23 17 18 85 28 8 9
100.0 15.9 11.7 12.4 58.6 19.3 5.5 6.2

09年度 149 18 24 23 85 45 10 2
100.0 12.1 16.1 15.4 57.0 30.2 6.7 1.3

調査数





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考｜利用者調査 調査票 
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施設利用に関するアンケート調査（ホール用） 

 
 

 
 
 
 
 

 
Ｑ－１ 今回ご利用されて、北九州芸術劇場の使いごこちに関する総合的なご意見はいかがですか。 

（○は１つ） 
１. とても満足している ２. まあ満足している ３. あまり満足していない ４. まったく満足してない 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
Ｑ－２ 本日ご利用されての北九州芸術劇場に関するご意見をお聞かせください。それぞれの項目につい

て、「はい」、「どちらかといえば、はい」、「どちらかといえば、いいえ」、「いいえ」の４つの回答

から、あなたのお考えに一番近いものに○をつけてください。（○は各項目１つずつ） 
 
（施設について）  

項 目 
はい どちらかとい

えば、はい 

どちらかとい

えば、いいえ 

いいえ 「いいえ」とご回答された方は、

その理由をご記入ください 

１ 館内は清潔に保たれていま

したか。 
1 ２ ３ ４ 

 

２ ホワイエや客席など雰囲気

がよかったですか。 
１ ２ ３ ４ 

 

３ 広さ（客席数等）はちょうどよ

かったですか。  
１ ２ ３ ４ 

 

４ 搬入・搬出がやりやすかっ

たですか。 
１ ２ ３ ４ 

 

このたびは、北九州芸術劇場をご利用いただきありがとうございます。皆様の声を今後の運営に活かしていき

たいと思いますので、アンケートにご協力いただきますようお願い申し上げます。なお、本アンケートへの個

別のご回答内容が公表されることはありませんので、忌憚ないご意見をお聞かせください。 

ご回答は後日ファックスでも受け付けております。 

（北九州芸術劇場） TEL093-562-2655/ FAX 093-562-2588 

（「まったく満足してない」とご回答された方へ） 具体的なご意見をお聞かせください 
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項 目 
はい 

 

どちらかとい

えば、はい 

どちらかとい

えば、いいえ 

いいえ 「いいえ」とご回答された方は、

その理由をご記入ください 

５ 舞台設備・機器は充実して

いましたか。 
１ ２ ３ ４ 

 

６ 楽屋、休憩室など舞台裏の

施設・設備が使いやすかっ

たですか。 

１ ２ ３ ４ 

 

７ 設備・機器を使用する際、

安全に使用できましたか。 
１ ２ ３ ４ 

 

 

（運営・対応について）    

項 目 
はい どちらかとい

えば、はい 

どちらかとい

えば、いいえ 

いいえ 「いいえ」とご回答された方は、

その理由をご記入ください 

１ 施設利用や予約に関する情報

は入手しやすかったですか。 
１ ２ ３ ４ 

 

２ 利用問い合わせや予約・受

付は円滑でしたか。 
１ ２ ３ ４ 

 

 ３ 事前打ち合わせは円滑でし

たか。 
１ ２ ３ ４ 

 

 ４ 当日の対応は適切でした

か。 
１ ２ ３ ４ 

 

 ５ 事務スタッフの応対はよか

ったですか。 
１ ２ ３ ４ 

 

 ６ フロントスタッフの応対は

よかったですか。 
１ ２ ３ ４ 

 

７ 技術スタッフの応対はよか

ったですか（技術的な助言

や援助は適切でしたか)。 

１ ２ ３ ４ 

 

８ 苦情や要望への対応は適切

でしたか。 
１ ２ ３ ４ 

 

９ 設備、料金、使用時間等施

設の利用に関する説明は適

切でしたか。 

１ ２ ３ ４ 

 

10 事故防止や非常時の対応等

に関する説明は適切でした

か。 

１ ２ ３ ４ 

 

11 現在の開館時間（午前１０

時～午後１０時）は適当で

あると思いますか。 

１ ２ ３ ４ 

 

12 次回利用する機会があれ

ば、また利用したいと思い

ますか。 

１ ２ ３ 4 
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Ｑ－３ 施設を利用する際、重視することは何ですか。（○はいくつでも） 

１. 立地がよいこと ２. 公演分野に適したホール特性（残響、舞台の広さ等）をもっていること 

3. ホールの規模（客席数）が適切であること 4. 舞台設備・機器が充実していること 

５. 楽屋など舞台裏の設備が使いやすいこと ６. ホワイエや客席などの雰囲気がよいこと 

７. 利用料金が安いこと ８. 予約の方法が簡単なこと 

９. 技術スタッフの専門性が高いこと 10. スタッフが親切なこと 

11. その他（具体的に：                                  ） 

 

SQ-１ 上記１０項目の中で、最も重視すること、2 番目に重視することは何ですか。 

     最も重視          ２番目に重視 

     すること          すること 

 
Ｑ－４ 北九州芸術劇場をご利用していただいたきっかけ及び理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．劇場のホームページ、情報誌（チラシなどを含む）を見て 
２．友人・知人、その他関係者に勧められて 
３．実際に施設を見学して 
４．前回使用して良かったため 
５．上記Ｑ－３のＳＱ－１の項目が備わっているため 

  ６．その他（具体的に：                                  ） 

 
Ｑ－５ 北九州芸術劇場を利用するに当たって、良かったと感じた点、今後改善すべきだと感じた点につ

いて、ご意見をお聞かせください。 
また、ご利用回数が 2 回以上の方で前回のご利用と比べ良くなったと感じた点、改善されていな

いと感じた点についても、ご意見をお聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 差し支えなければ、ご記入ください。 

①貴団体名（個人の場合はお名前）      
 

 

②ご記入者の所属・ご担当業務 
 

③ご利用日時 

 
  年   月   日（  ）～   月   日（  ）  

④ご利用施設 

 
大ホール・中劇場・小劇場 

④北九州芸術劇場の利用回数   １. 初めて  ２. ２回目  ３. ３回以上  （いずれか１つに○） 

ご協力ありがとうございました。 
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Ⅲ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

経済波及効果 
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1. 北九州芸術劇場の運営に伴う経済波及効果の基本構造  
• 北九州芸術劇場の運営に伴う経済波及効果としては、図表-資Ⅲ-1に整理したように５種類

の支出からなる最終需要（直接的経済効果）、それに伴う生産増、そしてそれらからもたらさ

れる所得増、雇用増、税収増などが考えられる。 
• 経済波及効果としてどこまでを含めるかについては、ケースバイケースであるが、今回の調

査でも、基礎的な経済波及効果として、産業連関表に基づいた生産増に加え、福岡県の

雇用表を用いて雇用効果まで試算することとした。 

図表-資Ⅲ-1 北九州芸術劇場における経済波及効果の基本構造 

 ①管理運営 
 事務局経費 

委託費 
光熱水費 
その他 

  
 ②主催事業（劇場内部予算費目） 
 出演料 

創作スタッフ費 
音楽費 
製作費（交通費、宿泊費、食

費、制作雑費） 
宣伝費 
記録費 
予備費 

  
 ③主催事業観客・参加者 
 飲食・買物費 

交通費 
宿泊費 

  
 ④貸館事業（貸館主催者の支出） 
 出演料 

製作費 
その他 

  
 ⑤貸館事業観客・参加者 
 飲食・買物費 

交通費 
宿泊費 

 
 
 

• 前記の５種類の支出は、劇場の運営や事業に伴うもの（①、②、④）と、観客の消費支出に

伴うもの（③、⑤）に分けられるが、経済波及効果も、それぞれ、劇場の運営や事業の実施

に伴う波及効果、観客の消費支出に伴う波及効果、に分けられる。 

最 

終 

需 

要 

生産増 

所得増 

雇用増

増 

税収増 

直接的経済効果 間接的経済効果 

雇用効果 税収効果 経済波及効果 
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• 産業連関表に基づいて、経済波及効果を把握するためには、運営や事業に伴う支出、観

客の消費支出を、産業連関表の産業分類に分類し直す必要がある。 
• 産業連関表の部門別の定義や範囲と、劇場の支出内容、観客の消費支出の内容を照らし

合わせて、図表-資Ⅲ-2の対応表を作成した。 

図表-資Ⅲ-2 産業連関表（平成17年度・34部門）と劇場における支出費目の関係 

産業部門名 
劇場運営・事業に伴う最終需要 

管理運営 主催事業 主催事業観客 貸館事業 貸館事業観客 

1 農林水産業      
2 鉱業      
3 飲食料品      
4 繊維製品      
5 パルプ・紙・木製品      
6 化学製品      
7 石油・石炭製品      
8 窯業・土石製品      
9 鉄鋼      

10 非鉄金属      
11 金属製品      
12 一般機械      
13 電気機械      
14 情報・通信機器      
15 電子部品      
16 輸送機械      
17 精密機械      
18 その他の製造工業製品 出版・印刷 出版・印刷 出版・印刷 出版・印刷 出版・印刷 
19 建設      

20 電力・ガス・熱供給 
光熱費 
（電力・ガス） 

    

21 水道・廃棄物処理 上下水道費     

22 商業 
物品購入 
（小売） 

物品購入 
（小売） 

ショッピング 
（小売） 

物品購入 
（小売） 

ショッピング 
（小売） 

23 金融・保険 保険料 保険料  保険料  
24 不動産      

25 運輸 
旅費・交通費 
輸送費 

旅費・交通費 
輸送費 

旅費・交通費 
旅費・交通費 
輸送費 

旅費・交通費 

26 通信・放送 郵便・通信費 郵便・通信費 郵便・通信費 郵便・通信費 郵便・通信費 
27 公務      
28 教育・研究      
29 医療・保健・社会保障      
30 その他の公共サービス      

31 対事業所サービス 

広告（TV･ラジオ、

新聞・雑誌等） 
事務用品賃貸 
委託（清掃・警

備、舞台技術ｽ

ﾀｯﾌ） 

広告（TV･ラジオ、

新聞・雑誌等） 
委託（公演、舞台

技術ｽﾀｯﾌ･ﾌﾛﾝﾄ

ｽﾀｯﾌ） 

 広 告 （ TV ･ ラ ジ

オ、新聞・雑誌等） 
 

32 対個人サービス 
飲食（飲食店） 
宿泊費（旅館） 

出演者・講師等 
飲食（飲食店） 
宿泊費（旅館） 

飲食（飲食店） 
宿泊費（旅館） 

劇団等（興行団） 
飲食（飲食店） 
宿泊費（旅館） 

飲食（飲食店） 
宿泊費（旅館） 

33 事務用品 事務用品 事務用品  事務用品  
34 分類不明      

注） 括弧内は産業連関表における産業分類名 
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2. 劇場運営に伴う最終需要と観客の消費支出 

(1) 管理運営に伴う最終需要 
• まず、北九州芸術劇場の管理運営に伴う支出を、費目別に整理したものが下表である。舞

台技術スタッフの委託料など、対事業所サービス部門への支出が最も大きく、次いで、電

力・ガス・熱供給部門への支出が大きいことがわかる。 

図表-資Ⅲ-3 管理運営に伴う支出額 

 
• なお、北九州市外への支出については、北九州市の産業連関表を活用することは不適切

であるため、支出額は北九州市内と市外に分けて算出した（以降の項目も同様）。 
• 北九州芸術劇場の管理運営に伴う最終需要は約6億5,733万円で、うち89.0%（約5億8,491

万円）が市内への支出となっている。 

(2) 主催事業における最終需要 
• 同様に、北九州芸術劇場の主催事業の実施に伴う支出を費目別に整理したものが、図表-

資Ⅲ-4である。 
• 主催事業では、スタッフ経費などの対事業所サービス、北九州までの交通費などの運輸、

出演料などの対個人サービスへの支出が大きい。対個人サービスでは、北九州市に滞在

する出演者や関係者の招聘旅費交通費（市内支出で年間約685万円）が最も大きく、次い

で、諸謝金（約592万円）、出演料などにかかる委託費（約264万円）、ケータリング費（約120
万円）などとあわせると、約1,717万円が北九州市内で使われた計算となる。 

• 主催事業の実施に伴う最終需要額は、約2億5,848万円、うち28.5%（約7,374万円）が市内

への支出となっている。 

北九州市内 市外 合計

18 その他の製造工業製品 印刷製本費 1,386 247 1,633
20 電力・ガス・熱供給 光熱水料費 172,465 0 172,465 電気・ガス

21 水道・廃棄物処理 光熱水料費 8,200 0 8,200
22 商業 消耗品費 0 0 0
23 金融・保険 保険料 5,281 739 6,021
25 運輸 旅費交通費 1,546 978 2,525 交通費

通信運搬費 395 0 395 宅配便

26 通信・放送
雑費・通信運搬費・支

払負担金
3,179 2,899 6,078 郵便・電話等

31 対事業所サービス 広告宣伝費 17,005 1,910 18,915
委託費（舞台技術） 93,942 43,289 137,230
支払負担金（警備） 18,814 0 18,814
支払負担金（清掃） 39,757 0 39,757
その他 214,440 21,653 236,093

32 対個人サービス ケータリング費 100 158 258
旅費交通費 0 59 59 宿泊費

33 事務用品 消耗品費他 8,404 481 8,885
584,914 72,413 657,326

産業分類項目 財団支出費目
金額（千円）

備考

計
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図表-資Ⅲ-4 主催事業の実施に伴う支出額 

 

(3) 主催事業の観客の消費支出 
• 次に、主催事業の観客の消費支出の試算を行った（図表-資Ⅲ-5）。 
• 15年度の観客アンケートの調査結果を見ると、回答者数全体の1,989人のうち、52.0%の人

が公演の前後に飲食もしくはショッピングをしたと回答しており、これを飲食、ショッピングの

別に整理すると、飲食金額の回答者数882人から、飲食をした人の割合は44.3%、一人あた

りの平均金額は1,679円となっている。また、ショッピング金額の回答者数479人から、ショッ

ピングした人の割合は24.1%、一人あたりの平均金額は4,918円となっている。観劇前後の

消費行動としては、飲食をする人の割合の方が高いが、消費単価はショッピングが飲食の

約３倍となっている。 
• 主催事業のうち、創造事業、公演事業、提携事業、演劇フェスティバルなどの北九州市内

（北九州芸術劇場）での公演の入場者（15年度の公演事業の入場者数の計4万4,240人と

北九州芸術劇場以外の入場者数706人の差）は4万3,534人であることから、観劇に伴う飲食

の支出額は約3,242万円、ショッピングの支出額は約5,156万円、計8,398万円と推計される。

なお、15年度は、14年度に比べて飲食とショッピングの平均単価は減少したものの、飲食

やショッピングを行う人の割合が増加したことから、北九州市内での観客消費支出は増加し

ている（14年度：約6,617万円）。 
• 同様に、北九州市以外での公演についても、北九州芸術劇場プロデュース「彼の地」の東

北九州市内 市外 合計

18 その他の製造工業製品 印刷製本費 5,726 399 6,124 チラシ・ポスター

20 電力・ガス・熱供給 光熱水料費 0 0 0
21 水道・廃棄物処理 光熱水料費 1 0 1 廃棄物処理

23 金融・保険 保険料 628 197 825

25 運輸
招聘旅費交通費･旅費

交通費
15,216 5,526 20,742 交通費

委託費 276 2,542 2,817 運搬

通信運搬費 454 0 454 宅配便

26 通信・放送 通信運搬費 2,852 4 2,857 郵便・電話等

31 対事業所サービス 委託費(舞台技術ｽﾀｯ

ﾌ･ﾌﾛﾝﾄｽﾀｯﾌ)
20,047 2,606 22,653

委託費(公演料･出演

料･講師料)
1,521 145,774 147,295

委託費(公演負担金) 0 600 600
委託費(調律) 315 57 372 ピアノ調律

委託費(広告宣伝) 760 1,319 2,079
委託費(デザイン費) 410 313 723
その他 8,237 5,455 13,692 著作権使用料･賃借料
その他

32 対個人サービス 委託費(委託・出演料) 2,639 6,132 8,771
諸謝金(講師･スタッフ謝

金)
5,923 4,625 10,548

委託費(撮影･映像編

集)
436 1,425 1,861

宿泊・招聘旅費交通費･

旅費交通費
6,851 6,040 12,890 宿泊費

ケータリング費 1,200 1,621 2,821 食費

その他 125 111 235 委託費・その他

33 事務用品
消耗品費･消耗什器備

品費
123 0 123

計 73,739 184,745 258,484

産業分類項目 財団支出費目
金額（千円）

備考
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京公演（706人）が同様の支出をしたと仮定すると、飲食の支出額は約53万円、ショッピング

の支出額は約83万円、計136万円と推計される。飲食とショッピングの平均単価は減少した

ものの、飲食やショッピングを行う人の割合が増加したことから、北九州市以外での観客の

消費支出が増加している（14年度：約128万円）。 

図表-資Ⅲ-5 観劇前後の消費行動と消費支出 

 飲食 ショッピング 
アンケートでの金額の回答者数（人） 882 479 
消費行動の割合 44.3% 24.1% 
一人あたりの平均金額（円） 1,679.4 4,917.8 

 

 観客数

（人） 
合計支出額（千円） 

飲食 ショッピング 合計 

北九州市内での公演 43,534 32,421 51,559 83,980 
北九州市外での公演 706 526 836 1,362 
合計 44,240 32,947 52,395 85,342 

注）上記の表中の数値は、実数に基づく計算結果を転載したものである。消費行動の割合と一人あたりの平均金額は小数点第２位

以下を四捨五入しているため、表中の数値を再計算したものと、合計支出額が異なる箇所がある（以下、いずれの表にも共
通）。 

• 交通費については、同じく観客アンケート調査の居住地のデータから、平均的な往復の交通

費を設定し、推計を行った。その際の前提条件は昨年度調査と同様、以下のとおりとした。 
• 北九州市内の居住者の交通費については、バス･JR とも片道300円と想定し、九州内の

居住者の交通費については、居住地別に最寄り駅から小倉駅までの JR 運賃（特急利

用、新幹線利用なし）で試算した。 
• その他の地域には、広島、東京・千葉・神奈川、大阪・兵庫・神戸（03年度調査）などの

回答があったため、大阪から新幹線利用と想定した。 
• 片道が２時間を超える場合は、宿泊を伴うこととし、一人当たり、宿泊費6,000円、宿泊に

伴う飲食費3,000円を支出したものと想定した。 
• 劇場までの交通手段として、相当数の観客が自家用車を利用していると思われる（03年

度調査では約33%）が、すべて JR・バス利用と想定した。 
• 北九州芸術劇場以外で開催した公演の観客の交通費については、往復1,000円と想定した。 
• なお、学芸事業の参加者の消費行動は、観劇客とは異なると思われるため、この分析には

含めなかった。 
• 以上の結果、主催事業の観客の消費支出額は、図表-資Ⅲ-6のとおり、合計で約2億8,966

万円と推計される。 

図表-資Ⅲ-6 主催事業の観客の消費支出額 

 
産業分類項目 消費支出費目 

金額（千円） 備考 

 北九州市内 市外 合計  
20 商業 ショッピング（公演前後） 51,559 836 52,395  
23 運輸 旅費・交通費 18,799 137,253 156,052  
30 対個人サービス 食費（公演前後） 32,421 526 32947  

  宿泊費 32,174 0 32,174  
  食費（宿泊に伴う） 16,087 0 16,087  

合計 151,041 138,615 289,655  
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 (4) 貸館事業（市主催・共催含む）に伴う最終需要（参考値） 
• 貸館事業の場合も、劇場の主催事業と同様、主催者の様々な支出が経済波及効果を生み

出すものと考えられる。貸館事業の事業主催者の支出額については、アンケート調査等で

把握する必要があるが、該当する調査を実施していないため、便宜的に、貸館事業の１公

演（講演含む）当たりの支出額について、主催公演の20%、30%という二つのケースを想定

し、それらがすべて北九州市内での支出だったと仮定して、参考値を試算することとした。 
• 15年度の貸館事業の公演等の年間延べ回数339件から、同一主催者・同一内容の利用で

複数回の公演等を行ったものを１回として計上すると、242回の利用があった。そこから試算

した結果は、下表のとおりであり、貸館事業の１公演当たりの支出額が主催公演の20%のケ

ースで約9,000万円、30%のケースで約1億3,501万円となった。 
• この試算は、貸館事業の実際の支出額に基づいていないため、最終需要額はあくまでも

参考値である点に留意が必要である。 

図表-資Ⅲ-7 貸館事業に伴う最終需要（参考値） 

 
金額（千円） 

備考 
北九州市内 市外 合計 

１公演あたりの支出が主催公演の 20%の場合 90,004 0 90,004  
 
 

１公演あたりの支出が主催公演の 30%の場合 135,007 0 135,007  
 
 

(5) 貸館事業（市主催・共催含む）の観客の消費支出 
• 貸館事業の観客についてはアンケート調査の対象外だったため、主催事業の観客のデー

タを援用して、消費支出を試算した。試算の結果、貸館事業における観客の消費支出の金

額は、約4億3,305万円であった（図表-資Ⅲ-8）。試算の前提条件は以下のとおりである。 
• 主催事業の観客アンケート調査の結果をみると、北九州市内だけではなく、九州全域

や他の地域からも幅広く観客を集めているのに対し、貸館の事業内容をみると、同じよ

うに幅広いエリアから集客したり、同じような消費活動を行ったりしているとは考えにくい

ため、貸館入場者の消費支出については、飲食、ショッピングをした割合、一人当たり

の単価とも、主催公演の80%と仮定した。 
• 貸館入場者の交通費については、80%が北九州市内、20%が北九州市周辺に居住し

ているものと想定した。 
• 15年度の貸館（市主催・共催含む）の総入場者数は、186,880人とした。 

図表-資Ⅲ-8 貸館事業の観客の消費支出額（参考値） 

 
産業分類項目 消費支出費目 

金額（千円） 備考 

 北九州市内 市外 合計  
22 商業 ショッピング（公演前後） 177,063 0 177,063  
25 運輸 旅費・交通費 144,645 0 144,645  
32 対個人サービス 食費（公演前後） 111,339 0 111,339  

合計 433,048 0 433,048  

3. 経済波及効果の計算結果 
• 以上の最終需要および消費支出に基づき、北九州市内の支出に伴う経済波及効果は、

「平成17年度北九州市産業連関表」を使って、北九州市外への支出に伴う経済波及効果

は、「平成17年度全国産業連関表」を使って計算した。 
• なお支出額は2015年度の金額であるが、物価変動にともなうデフレート計算は行っていない。 
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(1) 北九州芸術劇場の管理運営、主催事業に伴う経済波及効果 
• まず、管理運営に伴う経済波及効果（図表-資Ⅲ-9）は、北九州市内が約8億97万円、北九

州市外が約1億2,409万円、合計が約9億2,507万円で、それぞれ最終需要に対する生産誘

発係数は1.37、1.71、1.41である。 
• また、主催事業に伴う経済波及効果は、北九州市内が約1億228万円、北九州市外が約3

億1,594万円、合計が約4億1,822万円で、それぞれ最終需要に対する生産誘発係数は1.39、

1.71、1.62である。 
• 劇場の管理運営や主催事業に伴う経済波及効果の合計は約13億4,329万円で、生産誘発

係数は1.47である。 

図表-資Ⅲ-9 管理運営、主催事業に伴う経済波及効果 

 
注）各データは四捨五入した数字のため、小計、合計の数値が各データの小計、合計と一致しない箇所がある。

（千円）

管理運営 主催事業 合計

北九州市内 北九州市外 計 北九州市内 北九州市外 計

最終需要（支出額） 584,914 72,413 657,326 73,739 184,745 258,484 915,810
農林水産業 13 91 103 48 967 1,015 1,118
鉱業 958 40 997 7 130 137 1,135
飲食料品 31 73 104 400 2,253 2,653 2,757
繊維製品 129 158 287 20 407 427 714
パルプ・紙・木製品 2,255 1,214 3,468 304 2,405 2,709 6,177
化学製品 963 1,073 2,036 245 2,667 2,911 4,948
石油・石炭製品 1,459 664 2,123 184 2,375 2,559 4,682
窯業・土石製品 616 241 858 76 625 700 1,558
鉄鋼 856 1,044 1,900 90 2,516 2,606 4,506
非鉄金属 171 291 461 22 701 723 1,185
金属製品 1,066 409 1,475 135 1,071 1,206 2,681
一般機械 4,091 2,424 6,515 351 5,657 6,008 12,523
電気機械 682 636 1,318 60 1,503 1,563 2,881
情報・通信機器 8 119 127 1 281 282 409
電子部品 1,936 1,035 2,971 163 2,396 2,559 5,531
輸送機械 1,455 3,745 5,199 170 8,972 9,143 14,342
精密機械 54 51 104 7 123 130 234
その他の製造工業製品 9,699 3,181 12,880 6,905 7,177 14,083 26,963
建設 8,095 535 8,630 502 1,481 1,982 10,613
電力・ガス・熱供給 180,363 908 181,271 940 2,749 3,689 184,959
水道・廃棄物処理 10,902 269 11,171 659 1,133 1,792 12,963
商業 16,438 3,642 20,081 2,692 10,006 12,697 32,778
金融・保険 34,721 5,497 40,218 4,043 11,970 16,013 56,231
不動産 5,302 921 6,223 1,064 2,449 3,513 9,736
運輸 20,667 3,559 24,227 20,261 15,455 35,716 59,943
通信・放送 35,090 11,905 46,995 6,247 21,038 27,286 74,281
公務 701 139 840 101 341 442 1,282
教育・研究 4,868 846 5,714 289 1,981 2,270 7,984
医療・保健・社会保障・介護 6 2 8 2 5 7 15
その他の公共サービス 1,366 211 1,577 206 576 782 2,358
対事業所サービス 442,405 77,526 519,931 37,914 182,087 220,001 739,932
対個人サービス 1,106 488 1,593 17,462 20,754 38,215 39,809
事務用品 9,668 663 10,330 302 472 774 11,104
分類不明 2,832 498 3,329 408 1,218 1,626 4,955
合計 800,972 124,094 925,066 102,280 315,939 418,220 1,343,286

生産誘発係数 1.37 1.71 1.41 1.39 1.71 1.62 1.47
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(2) 主催事業の観客の消費支出に伴う経済波及効果 
• 次に、主催公演の観客の消費支出に伴う経済波及効果の計算結果（図表-資Ⅲ-10）をみる

と、北九州市内が約2億825万円、北九州市外が約2億5,121万円、合計が約4億5,946万円

である。それぞれ最終需要に対する生産誘発係数は1.38、1.81、1.59となっている。 

図表-資Ⅲ-10 主催公演の観客の消費支出に伴う経済波及効果 

 
注）各データは四捨五入した数字のため、小計、合計の数値が各データの小計、合計と一致しない箇所がある。 

 (3) 貸館事業（市主催・共催含む）に伴う経済波及効果（参考値） 
• 次に、貸館主催者の最終需要（事業支出）、ならびに貸館事業の観客の消費支出に伴う経

済波及効果の計算結果は図表-資料Ⅲ-11のとおりで、１公演・講演当たりの事業費が主催

公演の20%の場合、経済波及効果は約1億2,367万円、30%の場合は約1億8,551万円で、

生産誘発係数はともに1.37である。 
• また、貸館事業の観客の消費支出に伴う経済波及効果は、約6億645万円、生産誘発係数

は1.40である。 
• なお、貸館事業の場合は、公演や講演の事業支出、観客の消費支出とも、全額が北九州

市内への支出と想定した。 

（千円）

主催公演の観客

北九州市内 北九州市外 計

最終需要（支出額） 151,041 138,615 289,655
農林水産業 218 131 349
鉱業 21 562 583
飲食料品 1,870 130 2,000
繊維製品 53 272 325
パルプ・紙・木製品 443 1,897 2,341
化学製品 286 899 1,185
石油・石炭製品 307 14,602 14,910
窯業・土石製品 200 283 483
鉄鋼 141 1,183 1,323
非鉄金属 27 266 293
金属製品 375 712 1,087
一般機械 138 916 1,054
電気機械 31 349 380
情報・通信機器 0 69 69
電子部品 55 419 473
輸送機械 103 4,970 5,072
精密機械 22 31 53
その他の製造工業製品 1,471 2,460 3,931
建設 1,344 2,208 3,551
電力・ガス・熱供給 3,146 3,107 6,253
水道・廃棄物処理 2,436 1,102 3,538
商業 58,160 8,387 66,547
金融・保険 7,014 10,715 17,728
不動産 3,267 3,058 6,324
運輸 27,845 156,477 184,322
通信・放送 5,165 6,116 11,281
公務 199 284 483
教育・研究 454 1,010 1,464
医療・保健・社会保障・介護 5 9 15
その他の公共サービス 484 308 791
対事業所サービス 10,003 26,147 36,150
対個人サービス 81,640 736 82,376
事務用品 526 382 908
分類不明 804 1,016 1,820
合計 208,252 251,210 459,462
生産誘発係数 1.38 1.81 1.59
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図表-資Ⅲ-11 貸館の公演・講演事業、貸館の観客の消費支出に伴う経済波及効果（参考値） 

 

注）ケース①は事業費が主催公演の20%、ケース②は30%と想定した場合 

注）各データは四捨五入した数字のため、小計、合計の数値が各データの合計と一致していない。 

 (4) 雇用効果 
• ここまでの計算結果に基づき、福岡県産業連関表の雇用表を用いて、北九州市内の雇用

効果を試算した。 
• 具体的には、先に計算した北九州芸術劇場の管理運営、主催事業、主催公演の観客の

消費支出、貸館の公演・講演事業、貸館の観客の消費支出、それぞれに伴う北九州市内

の生産額と、福岡県の雇用表の就業係数、雇用係数を用いて雇用効果を計算した。その

結果は、図表-資Ⅲ-12に示したとおりである。 
• 貸館の事業費が主催公演の20%と想定した場合（①）、就業者数（労働量）で約157人、雇

用者数（有給の役員・雇用者、常勤・臨時含む）で139人、同じく30%と想定した場合（②）、

就業者数（労働量）で約165人、雇用者数（有給の役員・雇用者、常勤・臨時含む）で144人

の労働誘発効果、雇用効果があったという結果となった。 

（千円）

貸館公演・講演事業

ケース① ケース②

最終需要（支出額） 90,004 135,007 433,048
農林水産業 36 55 306
鉱業 6 9 62
飲食料品 303 455 2,594
繊維製品 24 36 146
パルプ・紙・木製品 284 426 1,258
化学製品 206 309 514
石油・石炭製品 123 184 1,561
窯業・土石製品 83 124 434
鉄鋼 122 182 434
非鉄金属 27 40 67
金属製品 146 219 1,059
一般機械 663 995 405
電気機械 114 170 95
情報・通信機器 1 2 1
電子部品 310 464 182
輸送機械 265 397 549
精密機械 10 15 60
その他の製造工業製品 3,468 5,202 3,910
建設 489 733 4,183
電力・ガス・熱供給 862 1,293 8,058
水道・廃棄物処理 557 836 4,852
商業 2,819 4,229 191,935
金融・保険 4,785 7,177 24,114
不動産 1,012 1,518 10,667
運輸 11,873 17,810 179,471
通信・放送 6,235 9,353 14,712
公務 120 180 650
教育・研究 344 516 1,483
医療・保健・社会保障・介護 2 3 17
その他の公共サービス 251 376 1,002
対事業所サービス 74,158 111,237 34,578
対個人サービス 13,231 19,846 112,920
事務用品 261 391 1,545
分類不明 485 728 2,626
合計 123,674 185,512 606,449
生産誘発係数 1.37 1.37 1.40

観客の
消費支出
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• 分野別にみると、対事業所サービス、対個人サービス、商業の分野での雇用効果が大き

い。 

図表-資Ⅲ-12 北九州芸術劇場の雇用効果（人） 

 
注）ケース①は事業費が主催公演の20%、ケース②は30%と想定した場合 

 

 (4) まとめ 
• ここまでの経済波及効果の分析結果を整理すると、図表-資Ⅲ-13のとおりとなる。 
• 北九州芸術劇場の管理運営、主催事業の実施に伴う最終需要は、観客の消費支出による

ものも含め、約12億500万円で、そのうち、67.2%にあたる約8億1,000万円が、北九州市内で

の最終需要となっている。 
• 北九州芸術劇場の管理運営、主催事業の実施に伴う経済波及効果は、観客の消費支出

によるものも含め、約18億300万円で、そのうち61.7%にあたる約11億1,200万円が北九州市

内での経済波及効果となっている。 
• 生産誘発係数は、全体で1.50、北九州市内で1.37である。 
• また、参考値ではあるが、貸館の事業主催者の支出および貸館の観客の消費支出による

経済波及効果（北九州市内のみと想定）は、約5億2,300万円～5億6,800万円で、生産誘発

係数は1.40である。 
• それらをあわせた経済波及効果の総合計は、約25億3,300万円～25億9,500万円で、北九

州市内に限ってみると、約18億4,200万円～19億300万円となっている。これは、14年度に比

べて総合計と北九州市内の両方で増加している（14年度は、総合計：約21億4,100万円～

21億6,900万円、北九州市内：約16億4,900万円～16億7,700万円）。誘発係数は14年度から

増加して1.47となっている（14年度は1.45）。 
• また、北九州市内の雇用効果は、就業者ベースで約157～165人、雇用者ベースで約139

～144人である。 
 

注）上記数字は、試算結果の計算値を転載したものである。図表-資Ⅲ-13の各データは百万円未満を四捨五入しているため、表中

に掲載している数値を再計算したものと、合計値やパーセンテージが一致しない場合がある。 

就業者数 雇用者数 就業者数 雇用者数

その他の製造工業製品 1 1 2 1
建設 1 1 1 1
電力・ガス・熱供給 3 3 3 3
水道・廃棄物処理 1 1 1 1
商業 28 25 28 26
金融・保険 3 3 4 3
運輸 16 16 17 16
情報通信 3 3 3 3
教育・研究 1 1 1 1
対事業所サービス 65 57 69 61
対個人サービス 35 28 36 28
合計 157 139 165 144

ケース②ケース①
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図表-資Ⅲ-13 北九州芸術劇場の経済波及効果、雇用効果（15年度） 

 
 

注） 下段の括弧内の数字は、北九州市内の最終需要、経済波及効果。貸館については、最終需要、経済波及効果とも北九州市
内のみと想定した試算結果である。 
各データは四捨五入した数字のため、小計、合計の数値が各データの小計、合計と合わない箇所がある。 

最終需要 経済波及効果 誘発係数

①管理運営 6億5,700万円 9億2,500万円 1.41
事務局経費、委託費、光熱水費、そ

の他
（5億8,500万円) （8億100万円） （1.37）

②主催事業 2億5,800万円 4億1,800万円 1.62
出演料、創作スタッフ費、音楽費、製

作費（交通費、宿泊費、食費、制作雑

費）、宣伝費、記録費、予備費 （7,400万円） （1億200万円） （1.39）

③主催事業観客消費支出 2億9,000万円 4億5,900万円 1.59
飲食・買物費、交通費、宿泊費 （1億5,100万円） （2億800万円） （1.38）

12億500万円 18億300万円 1.50

（8億1,000万円） （11億1,200万円） （1.37）

④貸館事業（貸館主催者の支出） 9,000万円 1億2,400万円

出演料、製作費、その他 ～1億3,500万円 ～1億8,600万円

⑤貸館事業観客消費支出

飲食・買物費、交通費、宿泊費

5億2,300万円 7億3,000万円

     ～5億6,800万円      ～7億9,200万円

17億2,900万円 25億3,300万円

　　～17億7,400万円 　　～25億9,500万円 1.47
（1.38）

（13億3,300万円

　　～13億7,800万円）

（18億4,200万円

　　　　～19億300万円）

雇用効果

（北九州市内）

管
理
運
営
・

主
催
事
業

小計

貸
館
事
業

（
参
考
値

）
小計（参考値）

1.37

4億3,300万円 6億600万円 1.40

1.40

合計（参考値）

157～165人（就業者ベース）

139～144人（雇用者ベース）
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1. 主催／提携・協力事業
記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数

空間が深呼吸する　「山海塾」新作を見て　舞踊評論家・石井達朗
2015/04/06  朝日新聞　夕刊  3ページ  絵写表有  1138 文字

朝日東京 夕 1,138

不条理劇の現代的意味とは　別役実フェスティバル　来年まで東京、兵庫などで舞台
2015/04/09  西日本新聞夕刊  3ページ  983 文字

西日本 夕 983

山海塾新作　北九州で世界初演　重厚、洗練された１時間半
2015/04/21  西部読売新聞　夕刊  5ページ写  742 文字

西部読売 夕 742

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ：天児牛大（「山海塾」主宰）　疑問や設問を大切に
2015/05/02  毎日新聞　朝刊  14ページ  1050 文字

毎日全国 朝 1,050

結成40周年　山海塾が新作「めぐり」　長い時間の変化の象徴　主宰・天児牛大
2015/05/12  東京読売新聞　夕刊  10ページ写  1072 文字

東京読売 夕 1,072

山海塾、新作「めぐり」東京公演　20～24日
2015/05/18  朝日新聞　夕刊  3ページ  434 文字

朝日東京 夕 434

福岡県／「私のエディット」松坂慶子が語るエディット・ピアフの物語／筑後マガジン
2015/05/23  西日本新聞夕刊  22ページ  100 文字  PDF有

西日本 夕 100

戦後70年　北九州から＝原爆劇　高校生も朗読　７月５日、北九州芸術劇場で公演
2015/06/18  西日本新聞朝刊  22ページ  667 文字  PDF有

西日本 朝 667

被爆朗読劇：東筑紫学園生、出演へ　来月５日に北九州芸術劇場で　／福岡
2015/06/19  毎日新聞　地方版  21ページ  616 文字

毎日地方版 － 616

女優が読む被爆者朗読劇　小倉北で来月公演　女子高生出演　真剣リハ＝北九州
2015/06/24  西部読売新聞　朝刊  30ページ写  638 文字

西部読売 朝 638

福岡県／隣圏ニュース＝朗読劇「この子たちの夏　1945・ヒロシマ　ナガサキ」
2015/07/02  西日本新聞朝刊  26ページ  160 文字  PDF有

西日本 朝 160

全国18団体が上演　別役実フェス＊不条理劇の魅力知って
2015/06/27  北海道新聞夕刊全道（芸能・ラテ）  5ページ写  1289 文字

北海道 夕 1,289

演劇：ラッパ屋「ポンコツ大学探検部」　大人のほろ苦さ軽妙に＝評・濱田元子
2015/07/01  毎日新聞　夕刊  6ページ  635 文字

毎日全国 夕 635

朗読劇「この子たちの夏　1945・ヒロシマ　ナガサキ」　ほか／もっと九州
2015/06/29  西日本新聞夕刊  27ページ  865 文字

西日本 夕 865

ダンスダイブウィーク：９月５日から 築上町役場「しだれ」上演 小倉北
2015/07/04  毎日新聞　地方版  25ページ  726 文字

毎日地方版 － 726

佐々木蔵之介　20役　主演「マクベス」　気負いなく、しなやかに
2015/07/08  西部読売新聞　夕刊  5ページ写  1051 文字

西部読売 夕 1,051

劇評＝さまざまな世代論が交錯　劇団ラッパ屋公演　「ポンコツ大学探険部」
2015/07/09  西日本新聞夕刊  3ページ  875 文字

西日本 夕 875

福岡県／隣圏ニュース＝３軒茶屋婦人会６「ス・ワ・ン」／筑後マガジン
2015/07/18  西日本新聞朝刊  30ページ  174 文字  PDF有

西日本 朝 174

感動指定席・あら！カルト＝ロミオとジュリエット　ほか
2015/07/22  西日本新聞朝刊  13ページ  279 文字

西日本 朝 279

杉田久女の句モチーフに演劇　ゆかりの北九州で「花、盛ル。」
2015/08/07  西日本新聞朝刊  10ページ  550 文字

西日本 朝 550

現代劇：久女の句モチーフ　29、30日「花、盛ル。」　北九州芸術劇場小劇場
2015/08/23  毎日新聞　西部朝刊  23ページ  625 文字

毎日西部 朝 625

我ら公務員ダンサー　「築上町役場ダンス部」の３人、北九州のイベント出場へ
2015/08/27  朝日新聞　朝刊  29ページ  絵写表有  766 文字

朝日西部 朝 766

福岡県／いろんなダンス楽しんで　北九州芸術劇場　５－20日、小倉北区で催し
2015/09/04  西日本新聞朝刊  24ページ  371 文字  PDF有

西日本 朝 371

ダンスダイブウィーク始まる　北九州　／福岡県
2015/09/06  朝日新聞　朝刊  35ページ  588 文字

朝日西部 朝 588

築上町“踊る公務員”　北九州の祭典でダンス部３人躍動＝北九州
2015/09/13  西部読売新聞　朝刊  33ページ写  1724 文字

西部読売 朝 1,724

福岡県／街中がいきなりダンスの舞台　「フラッシュモブ」に驚き　優雅に力強く
2015/09/16  西日本新聞朝刊  23ページ  647 文字  PDF有

西日本 朝 647

ミュージカル：「十一ぴきのネコ」　11月７・８日、北九州芸術劇場
2015/09/27  毎日新聞　西部朝刊  21ページ  230 文字

毎日西部 朝 230

バットシェバ舞踊団「DECADANCE デカダンス」 五感捉える身体自身の物語
2015/10/08  朝日新聞　夕刊  3ページ  絵写表有  781 文字

朝日東京 夕 781

モノレール“走る劇場”に　来月13～15日、車内で演劇上演＝北九州
2015/10/31  西部読売新聞　朝刊  35ページ写  930 文字

西部読売 朝 930

舞台覆うえたいの知れない暗さ 名作絵本を井上ひさしが戯曲化「十一ぴきのネコ」
2015/11/04  西日本新聞夕刊  3ページ  1201 文字

西日本 夕 1,201
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記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
劇場はモノレール　13日からの公演前に車両基地でリハーサル　／福岡県
2015/11/08  朝日新聞　朝刊  35ページ  絵写表有  621 文字

朝日西部 朝 621

（view）杉田久女の句、刺激的な演劇に　北九州芸術劇場「花、盛ル。」／西部・共通
2015/11/10  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  667 文字

朝日西部 朝 667

「走る劇場」発車へ　北九州モノレール、きょうから　【西部】
2015/11/13  朝日新聞　朝刊  35ページ  絵写表有  313 文字

朝日西部 朝 313

福岡県／モノレール演劇　きょう「発車」　「動く劇場」で非日常体験／北九州・京築
2015/11/13  西日本新聞朝刊  24ページ  486 文字  PDF有

西日本 朝 486

「踊って!!京町」あす開催　フィナーレは飛び入り歓迎＝北九州
2015/11/21  西部読売新聞　朝刊  33ページ写  493 文字

西部読売 朝 493

ダンスイベント：踊って!!京町　買い物客巻き込みダンス　／福岡
2015/11/23  毎日新聞　地方版  23ページ  358 文字

毎日地方版 － 358

「感動の舞台をもう一度」 つかこうへいの代表作「熱海殺人事件」
2015/11/26  西日本新聞夕刊  3ページ  1501 文字

西日本 夕 1,501

劇作家・演出家松本雄吉さん―寺山修司の戯曲「レミング」を新演出
2015/12/09  日本経済新聞　夕刊  11ページ  絵写表有  1784 文字

日経全国 夕 1,784

近況往来＝役者人生　新たなスタート　劇団「KAKUTA」俳優　多田香織さん
2015/12/12  西日本新聞朝刊  13ページ  1050 文字

西日本 朝 1,050

福岡県／生命の成り立ち　神秘さ感じて　山海塾　来年２月芸術劇場で公演
2015/12/16  西日本新聞朝刊  23ページ  584 文字  PDF有

西日本 朝 584

壁の消失から始まる夢幻劇 寺山修司の戯曲「レミング」劇団「維新派」の松本雄吉
2015/12/24  西日本新聞夕刊  3ページ  978 文字

西日本 夕 978

Interview：黒木華　作品で生きる女優に　舞台「書く女」で樋口一葉役
2016/01/07  毎日新聞　夕刊  5ページ  1276 文字

毎日全国 夕 1,276

劇評＝つかブーム巻き起こした代表作　熱海殺人事件　黄金コンビの圧倒的熱量
2016/01/07  西日本新聞夕刊  3ページ  1509 文字

西日本 夕 1,509

若手劇団「不思議少年」、北九州で新作上演　心の変化、人物の内面追求
2016/01/14  朝日新聞　朝刊  26ページ  絵写表有  563 文字

朝日西部 朝 563

山海塾の「原点」公演　北九州で来月「金柑少年」
2016/01/16  西部読売新聞　朝刊  19ページ写  361 文字

西部読売 朝 361

父の他界　モチーフに　「ハイバイ」岩井秀人　抱負
2016/01/16  西部読売新聞　朝刊  19ページ写  331 文字

西部読売 朝 331

近況往来＝北九州で創作した「彼の地」再演　劇団「KAKUTA」主宰　桑原裕子さん
2016/01/26  西日本新聞朝刊  9ページ  1026 文字

西日本 朝 1,026

福岡県／隣圏ニュース＝山海塾「金柑少年」／筑後マガジン
2016/01/27  西日本新聞夕刊  24ページ  198 文字  PDF有

西日本 夕 198

（待ってました！）舞踏家・天児牛大さん　舞台満たす混沌のエネルギー　【西部】
2016/01/30  朝日新聞　夕刊  10ページ  絵写表有  611 文字

朝日西部 夕 611

新感線　本格時代劇に挑む　５月　北九州芸術劇場　「日本文化の灯　消せない」
2016/01/30  西部読売新聞　朝刊  19ページ写  795 文字

西部読売 朝 795

山海塾、９年ぶり「金柑少年」 若い舞踏手に注目 北九州芸術劇場
2016/01/31  毎日新聞　西部朝刊  23ページ  517 文字

毎日西部 朝 517

演劇：ハイバイ「夫婦」　父の死軸に相克と愛描く＝評・濱田元子
2016/02/03  毎日新聞　夕刊  4ページ  610 文字

毎日全国 夕 610

20年前の思春期描く　27、28日　田上パル北九州公演
2016/02/03  西部読売新聞　夕刊  9ページ写  359 文字

西部読売 夕 359

福岡県／小倉北　本物の時代劇　北九州に　劇団☆新感線、５月公演
2016/02/03  西日本新聞朝刊  21ページ  470 文字  PDF有

西日本 朝 470

現実が持つ独特のカーブ　劇団「ハイバイ」　舞台「夫婦」　主宰の岩井秀人
2016/02/04  西日本新聞夕刊  3ページ  727 文字

西日本 夕 727

本物の時代劇　楽しんで　劇団☆新感線　５月に北九州で公演／九州ワイド
2016/02/04  西日本新聞朝刊  22ページ  449 文字  PDF有

西日本 朝 449

◎ツクリテ＝舞台「夫婦」の岩井秀人　現実が持つ独特のカーブ
2016/02/06  熊本日日新聞夕刊  4ページ  650 文字  PDF有

熊本日日 夕 650

劇団ハイバイ主宰・岩井秀人 父亡くした体験下敷きに 北九州芸術劇場「夫婦」上演
2016/02/07  毎日新聞　西部朝刊  19ページ  530 文字

毎日西部 朝 530

やっぱ、汗だろ 代表作「合唱曲第58番」を上演 劇団「田上パル」主宰 田上 豊さん
2016/02/09  西日本新聞朝刊  13ページ  752 文字

西日本 朝 752

劇団☆新感線　いのうえ歌舞伎《黒》BLACK「乱鶯」ほか
2016/02/10  西日本新聞朝刊  13ページ  1817 文字

西日本 朝 1,817

劇団・田上パル「合唱曲第58番」少年時代の体験ベースに 27、28日北九州芸術劇場
2016/02/14  毎日新聞　西部朝刊  23ページ  521 文字

毎日西部 朝 521



資-103

記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
福岡県／隣圏ニュース＝二兎社「書く女」／筑後マガジン
2016/02/16  西日本新聞夕刊  26ページ  170 文字  PDF有

西日本 夕 170

幻想から現実へ思い切り飛躍　野田秀樹の舞台「逆鱗」／エンタメ　演劇・伝統芸能
2016/02/18  西日本新聞夕刊  3ページ  617 文字

西日本 夕 617

新感線「乱鶯」人情ほろり　初の本格派時代劇　４月、大阪で上演　【大阪】
2016/02/25  朝日新聞　夕刊  7ページ  絵写表有  1022 文字

朝日大阪 夕 1,022

福岡県／隣圏ニュース＝北九州芸術劇場リーディングセッション／筑後マガジン
2016/03/01  西日本新聞朝刊  28ページ  170 文字  PDF有

西日本 朝 170

福岡県／若手演劇人が速成芝居　北九州芸術劇場　５日から上演／北九州・京築
2016/03/03  西日本新聞朝刊  22ページ  470 文字  PDF有

西日本 朝 470

福岡県／隣圏ニュース＝劇トツ×20分／筑後マガジン
2016/03/05  西日本新聞夕刊  26ページ  108 文字  PDF有

西日本 夕 108

福岡県／工場夜景バック　船上で演劇堪能　きょうから／北九州・京築
2016/03/11  西日本新聞朝刊  26ページ  338 文字  PDF有

西日本 朝 338

（評・演劇）北九州芸術劇場リーディング公演　別役実「会議」　／西部・共通
2016/03/15  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  856 文字

朝日西部 朝 856

「九州」舞台　温かく、骨太に　演劇３本　相次ぎ上演
2016/03/19  西部読売新聞　朝刊  21ページ写  1535 文字

西部読売 朝 1,535

錆をテーマにアートブック　製鉄、市の歴史見つめ直す＝北九州
2016/03/19  西部読売新聞　朝刊  35ページ写  567 文字

西部読売 朝 567

感動指定席・チケット先行予約＝尺には尺を　ほか
2016/03/23  西日本新聞朝刊  10ページ  1613 文字

西日本 朝 1,613

計 72

2. 学芸事業

記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
合唱物語：市民参加企画「わたしの青い鳥」出演者募集 小学３年以上男女
2015/04/16  毎日新聞　地方版  20ページ  528 文字

毎日地方版 － 528

６月に合唱企画　参加しませんか　北九州芸術劇場＝北九州
2015/04/19  西部読売新聞　朝刊  30ページ  350 文字

西部読売 朝 350

北斎の生涯　演劇で迫る　老漫画家　主人公に　来月、北九州
2015/04/25  西部読売新聞　朝刊  17ページ写  970 文字

西部読売 朝 970

演劇と美術のコラボ作品　北斎題材、北九州で
2015/05/12  岩手日報朝刊  10ページ  絵写表有  392 文字

岩手日報 朝 392

［文化短信］「画狂老人＠北斎」
2015/05/12  西日本新聞朝刊  11ページ  261 文字

西日本 朝 261

北斎題材に北九州で　演劇と美術のコラボ作品／エンタメ　演劇・伝統芸能
2015/05/14  西日本新聞夕刊  3ページ  453 文字

西日本 夕 453

北斎描く舞台　美術館で上演／北九州
2015/05/15  長崎新聞  19ページ  382 文字

長崎 － 382

（view）挑戦的な試み、説得力に課題　「画狂老人＠北斎」　／西部・共通
2015/05/19  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  646 文字

朝日西部 朝 646

福岡県／隣圏ニュース＝北九州芸術劇場　創造工房「演カツ!!」　作品上演団体募集
2015/05/28  西日本新聞夕刊  24ページ  428 文字  PDF有

西日本 夕 428

福岡県／「わたしの青い鳥」　市民参加の合唱劇　小学生から80代　共演
2015/06/12  西日本新聞朝刊  28ページ  383 文字  PDF有

西日本 朝 383

福岡県／小倉北　プロの歌と生演奏　親子90人が楽しむ／北九州・小倉、門司、戸畑
2015/06/17  西日本新聞朝刊  21ページ  344 文字  PDF有

西日本 朝 344

福岡県／隣圏ニュース＝合唱物語「わたしの青い鳥2015」／筑後マガジン
2015/06/20  西日本新聞夕刊  22ページ  147 文字  PDF有

西日本 夕 147

福岡県／創造的なダンスに　戸畑工高生が挑戦／北九州・京築
2015/07/09  西日本新聞朝刊  26ページ  246 文字  PDF有

西日本 朝 246

あんなこんな 築上＝アート系大舞台で舞う ９月、北九州芸術劇場イベント出演
2015/07/11  西日本新聞朝刊  28ページ  1058 文字  PDF有

西日本 朝 1,058

夏休み！子供の劇場体験：照明や芝居に挑戦！　北九州芸術劇場で子供たち
2015/07/30  毎日新聞　地方版  27ページ  437 文字

毎日地方版 － 437

グランドオープン20周年　門司港レトロで芸術祭　一帯で音楽や演劇＝北九州
2015/08/20  西部読売新聞　朝刊  28ページ写  708 文字

西部読売 朝 708

門司港からアート発信　来月～１２月、芸術祭開催　／福岡県
2015/08/28  朝日新聞　朝刊  27ページ  絵写表有  1157 文字

朝日西部 朝 1,157

「門司港を芸術文化の発信地に」　北九州、12月まで市内外のアート集結／大分県
2015/09/05  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  403 文字

朝日西部 朝 403



資-104

記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
市民ダンサー舞う　勝山橋に「野外角打ち」　／福岡県
2015/09/19  朝日新聞　朝刊  29ページ  絵写表有  350 文字

朝日西部 朝 350

福岡県／小倉北　野外角打ちでダンス　北九州芸術劇場が企画／北九州・京築
2015/09/20  西日本新聞朝刊  22ページ  290 文字  PDF有

西日本 朝 290

お年寄りの記憶語り継ぐ　19、20日　北九州芸術劇場で朗読劇＝北九州
2015/12/05  西部読売新聞　朝刊  31ページ写  532 文字

西部読売 朝 523

福岡県／八幡大空襲、東京五輪…聞き取って次代へ　高齢者の記憶　演劇に
2015/12/18  西日本新聞朝刊  22ページ  704 文字  PDF有

西日本 朝 704

福岡県／イチ押し＝八幡大空襲、東京五輪…　高齢者の記憶演劇に
2015/12/19  西日本新聞朝刊  26ページ  509 文字  PDF有

西日本 朝 509

福岡県／小倉北　リバーウォークで「北九州ダンス」　20日に100人が披露
2016/03/18  西日本新聞朝刊  26ページ  604 文字  PDF有

西日本 朝 604

伊藤キム、創作ワークショップ　北九州で「言葉と身体」テーマ　／西部・共通
2016/03/29  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  714 文字

朝日西部 朝 714

計 25

3. 貸館事業

記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
福岡県／柳亭燕路さんが落語会　小倉北区出身　６日、芸術劇場で
2015/04/03  西日本新聞朝刊  24ページ  323 文字  PDF有

西日本 朝 323

小倉の風景　ポストカードに　デザイン事務所経営・岡崎さん＝北九州
2015/04/10  西部読売新聞　朝刊  29ページ写  843 文字

西部読売 朝 843

北九州市小倉少年少女合唱団：定期演奏会、観客1000人魅了　／福岡
2015/04/30  毎日新聞　地方版  25ページ  544 文字

毎日地方版 － 544

歩む：上野香織さん（33）＝小倉南区　地元でジャズピアニスト　／福岡
2015/05/04  毎日新聞　地方版  21ページ  809 文字

毎日地方版 － 809

北九州芸術祭：子ども舞台鑑賞　17日に人形劇「11ぴきのねこ」　／福岡
2015/05/08  毎日新聞　地方版  20ページ  314 文字

毎日地方版 － 314

70超の演目披露　200人拍手浴びる　北九州民謡民舞音楽祭＝北九州
2015/05/17  西部読売新聞　朝刊  29ページ写  280 文字

西部読売 朝 280

北九州芸術祭：劇団青春座が「久女の恋」公演　／福岡
2015/05/25  毎日新聞　地方版  25ページ  298 文字

毎日地方版 － 298

PAMコンサート：ピアニスト・智内さん迎え　北九州芸術劇場で14日　／福岡
2015/06/11  毎日新聞　地方版  24ページ  399 文字

毎日地方版 － 399

コンサート：障害者と健常者一緒に音楽を　北九州芸術劇場で　／福岡
2015/07/05  毎日新聞　地方版  25ページ  222 文字

毎日地方版 － 222

ナショナル・ジオグラフィック展：フィールドワーク参加者募集
2015/07/15  毎日新聞　地方版  25ページ  474 文字

毎日地方版 － 474

福岡県／日韓友好ライブ　９月25、26日北九州芸術劇場　４組出演／北九州・京築
2015/08/06  西日本新聞朝刊  26ページ  657 文字  PDF有

西日本 朝 657

日韓友好へ歌い踊る 両国の４組 北九州市で９月ライブ　「文化の融合生み出したい」
2015/08/08  西日本新聞朝刊  26ページ  655 文字  PDF有

西日本 朝 655

イチ押し＝日韓結ぶ音楽イベント　「草の根交流深めよう」／ちくほうから訪ねる
2015/08/08  西日本新聞朝刊  28ページ  502 文字  PDF有

西日本 朝 502

朗読劇：被爆者の詩や手記　北九州芸術劇場で17日　／福岡
2015/08/14  毎日新聞　地方版  23ページ  428 文字

毎日地方版 － 428

10月から県民文化祭　北九州市で開会行事　劇「白象くんがやって来た」上演
2015/08/14  西日本新聞朝刊  24ページ  383 文字  PDF有

西日本 朝 383

２大会で全国進出　安中総合高　「ダンス部」と「チームダンス」
2015/08/15  上毛新聞  16ページ  629 文字

上毛 － 629

九響：コバケン「涙の悲愴」　福岡で
2015/08/16  毎日新聞　西部朝刊  14ページ  303 文字

毎日西部 朝 303

市職員デュオ 全国大会へ 北九州市の永原さん、梅崎さん 韓国歌謡曲で九州一に
2015/08/20  西日本新聞朝刊  24ページ  717 文字  PDF有

西日本 朝 717

独演会：落語家・立川生志さん、小倉で初　10月３日、北九州芸術劇場　／福岡
2015/08/29  毎日新聞　地方版  23ページ  464 文字

毎日地方版 － 464

９月の九響＝コバケン親子共演　５日、北九州　定演には小山実稚恵
2015/08/29  西日本新聞朝刊  11ページ  488 文字

西日本 朝 488

舞台で日韓つながれ　音・ダンス、翻訳不要　芸術劇場で25、26日　／福岡県
2015/09/01  朝日新聞　朝刊  31ページ  絵写表有  960 文字

朝日西部 朝 960

昨年はソウル、今年は北九州　日韓友好、音楽で　25・26日、草の根ライブ／大分県
2015/09/05  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  956 文字

朝日西部 朝 956
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記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
福岡県／日韓交流イベント　市長にＰＲ　北九州芸術劇場で25、26日
2015/09/16  西日本新聞朝刊  23ページ  380 文字  PDF有

西日本 朝 380

日韓交流イベント：音楽と踊り、芸術劇場で共演　25、26日　／福岡
2015/09/23  毎日新聞　地方版  21ページ  652 文字

毎日地方版 － 652

ジャズとダンスで日韓交流　きょうとあす、北九州で公演＝北九州
2015/09/25  西部読売新聞　朝刊  31ページ写  719 文字

西部読売 朝 719

全国高校ダンス　市長に健闘報告　半田高の部員８人
2015/10/10  中日新聞朝刊　地方版（知多総合版）  23ページ  294 文字  PDF有

中日 朝 294

福岡県／大内義昭さん追悼　18日にコンサート　北九州芸術劇場で／北九州・京築
2015/10/16  西日本新聞朝刊  22ページ  514 文字  PDF有

西日本 朝 514

大内さん追悼コンサート　あす北九州　手掛けた校歌や曲紹介＝北九州
2015/10/17  西部読売新聞　朝刊  35ページ  604 文字

西部読売 朝 604

イチ押し＝大内義昭さん追悼　あす、コンサート　北九州市／ちくほうから訪ねる
2015/10/17  西日本新聞朝刊  24ページ  528 文字  PDF有

西日本 朝 528

「図書館戦争」原作者らトーク ロケ地振り返り「すばらしい場所」北九州芸術劇場
2015/10/18  毎日新聞　地方版  25ページ  368 文字

毎日地方版 － 368

大内義昭さん死去：追悼コンサート　1000人功績たたえる　小倉北　／福岡
2015/10/19  毎日新聞　地方版  23ページ  480 文字

毎日地方版 － 480

歌で大内義昭さん追悼　北九州でコンサート＝北九州
2015/10/19  西部読売新聞　朝刊  27ページ写  297 文字

西部読売 朝 297

各地の文学館で企画展　北九州・ゆかりの作家35人に焦点
2015/10/28  西日本新聞朝刊  13ページ  860 文字

西日本 朝 860

対談：芥川賞作家がの平野さん、田中さん　27日、北九州で
2015/11/01  毎日新聞　西部朝刊  24ページ  426 文字

毎日西部 朝 426

福岡県／文化の扉＝地元偉人の思い伝える　創立70周年の劇団「青春座」
2015/11/11  西日本新聞朝刊  26ページ  971 文字  PDF有

西日本 朝 971

とんでもなく危険な台本　２人芝居「オレアナ」の田中哲司／エンタメ　演劇・伝統芸能
2015/11/19  西日本新聞夕刊  3ページ  665 文字

西日本 夕 665

杉山貞の生涯、演劇に　明治時代、教育で小倉復興　北九州で21・22日／福岡県
2015/11/20  朝日新聞　朝刊  29ページ  526 文字

朝日西部 朝 526

福岡県／九州歯科大ジャズ楽団　「ブルーノーツ」が　60回目定期演奏会
2015/11/23  西日本新聞朝刊  18ページ  363 文字  PDF有

西日本 朝 363

福岡県／北九州モーツァルトの会　12月５日に演奏会　／きたきゅうワイド　おでかけ
2015/11/27  西日本新聞朝刊  28ページ  341 文字  PDF有

西日本 朝 341

福岡県／イチ押し＝12月５日　「レクイエム演奏会」　北九州モーツァルトの会
2015/11/28  西日本新聞朝刊  28ページ  348 文字  PDF有

西日本 朝 348

楽団の垣根越え集う一流　管楽器奏者、公演やレッスン　来年１月、北九州／福岡県
2015/12/02  朝日新聞　朝刊  27ページ  絵写表有  1081 文字

朝日西部 朝 1,081

北九州を「管楽器の聖地」へ　門司港レトロ主会場　来月「音楽祭」＝北九州
2015/12/04  西部読売新聞　朝刊  27ページ写  925 文字

西部読売 朝 925

テロや災害の犠牲者へ鎮魂曲　北九州で演奏・合唱会＝北九州
2015/12/06  西部読売新聞　朝刊  33ページ  304 文字

西部読売 朝 304

１月の九響＝ウィンナ・ワルツ華やかに
2015/12/23  西日本新聞朝刊  8ページ  930 文字

西日本 朝 930

北九州・門司港、管楽器の聖地に NHK交響楽団など奏者18人が参加 来月３日から
2015/12/26  毎日新聞　西部夕刊  1ページ  869 文字

毎日西部 夕 869

芸大教授が楽団員指導　北九州　小中高生50人が参加＝北九州
2015/12/28  西部読売新聞　朝刊  23ページ写  411 文字

西部読売 朝 411

「管楽器の音楽祭」初めて開催　門司港レトロ　トップ奏者ら集う＝北九州
2016/01/04  西部読売新聞　朝刊  29ページ写  462 文字

西部読売 朝 462

京築神楽フォトコンテスト：金賞に豊前・椋本さん　14日まで市役所に展示　／福岡
2016/01/10  毎日新聞　地方版  23ページ  692 文字

毎日地方版 － 692

都会の消費至上主義に異議　舞台「屋根」再演　「農村は疲弊して良いのか」
2016/01/14  西日本新聞夕刊  3ページ  993 文字

西日本 夕 993

福岡県／あんなこんな　行橋＝三線の音色　東北に響け／きたきゅうワイド　京築
2016/01/16  西日本新聞朝刊  24ページ  984 文字  PDF有

西日本 朝 984

福岡県／京築神楽公演　２月13日、小倉北区　国文化財答申の舞も／北九州・京築
2016/01/18  西日本新聞朝刊  28ページ  401 文字  PDF有

西日本 朝 401

仲代達矢さんが選ぶ６作　小倉昭和館　出演作上映＝北九州
2016/01/20  西部読売新聞　朝刊  34ページ写  476 文字

西部読売 朝 476

京築神楽フォトコンテスト金賞は豊前・椋本さん「ママー、こわいよー」
2016/01/21  西日本新聞朝刊  23ページ  562 文字  PDF有

西日本 朝 562
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記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
福岡県／出演作上映　トーク　資料展　舞台公演　仲代達矢さんの催し続々
2016/01/23  西日本新聞朝刊  26ページ  462 文字  PDF有

西日本 朝 462

無名塾：舞台「おれたちは天使じゃない」　仲代達矢さん出演　北九州芸術劇場
2016/01/26  毎日新聞　地方版  23ページ  490 文字

毎日地方版 － 490

仲代達矢さん：松永文庫に　戦時中に門司上陸、「人間の條件」小林監督しのぶ
2016/01/28  毎日新聞　地方版  25ページ  1346 文字

毎日地方版 － 1,346

仲代達矢さんトークショー　小倉昭和館　ファン300人聞き入る＝北九州
2016/01/29  西部読売新聞　朝刊  27ページ写  480 文字

西部読売 朝 480

倉本聡さん“最後の演出”　「屋根」　23日北九州公演／もっと九州
2016/02/05  西日本新聞朝刊  27ページ  367 文字

西日本 朝 367

京築神楽、北九州公演　７日・北九州空港　13日・芸術劇場　／福岡県
2016/02/06  朝日新聞　朝刊  23ページ  534 文字

朝日西部 朝 534

京築神楽　勇壮な舞　小倉で公演＝北九州
2016/02/14  西部読売新聞　朝刊  33ページ写  387 文字

西部読売 朝 387

倉本聡さんが描く日本の家族　「昭和の人間の考え残したい」　富良野GROUP
2016/02/19  西日本新聞朝刊  11ページ  956 文字

西日本 朝 956

再興第100回院展　日本画の今　72点を紹介　北九州市立美術館分館
2016/03/12  西日本新聞夕刊  6ページ  437 文字

西日本 夕 437

北九州市民寄席：200回記念公演、小倉北で来月10日　／福岡
2016/03/17  毎日新聞　地方版  22ページ  571 文字

毎日地方版 － 571

再興第100回院展
2016/03/24  西日本新聞朝刊  15ページ  209 文字

西日本 朝 209

本社の事業＝再興院展100回　力作72点並ぶ　４月８日から北九州市で
2016/03/29  西日本新聞朝刊  25ページ  491 文字

西日本 朝 491

北九州市小倉少年少女合唱団：「ライオンキング」再演　北九州芸術劇場　／福岡
2016/03/31  毎日新聞　地方版  24ページ  386 文字

毎日地方版 － 386

計 66

4. その他（劇場、劇場メンバー等に関する記事、芸術祭など）

記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
ひと＝津村卓さん　市民の笑顔増やしたい
2015/04/02  信濃毎日新聞朝刊  24ページ  552 文字

信濃毎日 朝 552

高校演劇　プロから刺激　演出家の高評価に涙　滞在指導　個性引き出す
2015/04/11  西部読売新聞　朝刊  21ページ写  1738 文字

西部読売 朝 1,738

（ぴーぷる）上田市交流文化芸術センター・津村卓館長　活発な文化、地域豊かに
2015/04/14  朝日新聞　朝刊  24ページ  絵写表有  424 文字

朝日東京 朝 424

戦後70年　舞台から問う　現代と比較　演劇次々
2015/05/16  西部読売新聞　朝刊  21ページ写  1793 文字

西部読売 朝 1,793

具体名挙げ施設再編案　北九州市、40年で最大25％削減　／福岡県
2015/05/26  朝日新聞　朝刊  29ページ  813 文字

朝日西部 朝 813

福岡県／文化の扉＝小倉北の舞台制作会社　「kitaya505」　九州の演劇情報を網羅
2015/06/24  西日本新聞朝刊  22ページ  901 文字  PDF有

西日本 朝 901

芸術生かす創造力を　ニッセイ基礎研究所、吉本さんが講演　日立
2015/07/29  茨城新聞朝刊Ａ版  18ページ  623 文字

茨城 朝 623

福岡県／舞台ポスター　市民が撮影会　北九州劇場　11月開幕　芸術の秋
2015/09/02  西日本新聞朝刊  21ページ  404 文字  PDF有

西日本 朝 404

橋本じゅんさん一日館長　北九州　映画ロケ地の中央図書館＝北九州
2015/10/18  西部読売新聞　朝刊  31ページ写  553 文字

西部読売 朝 553

回顧2015年　／西部・共通
2015/12/08  朝日新聞　朝刊  30ページ  絵写表有  3340 文字

朝日西部 朝 3,304

（回顧2015）舞踊　越境続ける身体表現
2015/12/17  朝日新聞　夕刊  3ページ  絵写表有  921 文字

朝日東京 夕 921

［回顧2015］文芸　演劇
2015/12/19  西部読売新聞　朝刊  34ページ写  1863 文字

西部読売 朝 1,863

福北「スタンプラリー」　31日まで　両市連携、文化施設巡り＝福岡
2016/01/17  西部読売新聞　朝刊  34ページ  425 文字

西部読売 朝 425

蜷川さん北九州も延期
2016/01/22  西部読売新聞　夕刊  12ページ  189 文字

西部読売 夕 189

「時空の旅」８年目の有終　「三文オペラ」来月公演　九州の演劇　土壌豊かに
2016/01/23  西部読売新聞　朝刊  23ページ写  1439 文字

西部読売 朝 1,439

福岡県／小倉北　北九州芸術劇場手伝いませんか　サポーター募集
2016/02/04  西日本新聞夕刊  21ページ  379 文字  PDF有

西日本 夕 379
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記事タイトル・記事情報 紙名／版 朝/夕 文字数
コンサート：「銀河鉄道999」題材に　14日、北九州で
2016/02/07  毎日新聞　西部朝刊  19ページ  501 文字

毎日西部 朝 501

小劇場へ行こう
2016/02/11  東京新聞朝刊  14ページ  565 文字  PDF有

東京 朝 565

「音楽の銀河」思い思いに感じて　「999」公演前に小倉でワークショップ　／福岡県
2016/02/12  朝日新聞　朝刊  23ページ  絵写表有  417 文字

朝日西部 朝 417

走るモノレール　響くサックス＝北九州
2016/02/13  西部読売新聞　朝刊  29ページ写  296 文字

西部読売 朝 296

サクソフォン演奏会：夜景と音楽、999気分　北九州モノレールの車内で　／福岡
2016/02/14  毎日新聞　地方版  29ページ  409 文字

毎日地方版 － 409

夕暮れダンスジャック：“赤いダンサー”出現！　小倉駅構内でサプライズ　／福岡
2016/02/21  毎日新聞　地方版  29ページ  391 文字

毎日地方版 － 391

福岡県／小倉北　小倉駅前で突然ダンス　文化施設職員60人が「研修」
2016/02/24  西日本新聞朝刊  23ページ  351 文字  PDF有

西日本 朝 351

大震災５年＜２＞喪失と再生　「本当に大切なことは？」　劇作家　泊篤志さん―連載
2016/03/11  西日本新聞朝刊  15ページ  2172 文字

西日本 朝 2,172

計 24
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1. ワークショップ参加者を対象としたアンケート調査の概要 

(1) 調査の手法 

① 調査の目的 

• 「ワークショップ参加者を対象とした調査」と題し、過去３年間（2013～2015年度）に実施した主なワー

クショップ型事業や創造事業の参加者を対象としたアンケート調査を実施した。また、2004年度に実

施した事業評価調査その２のテーマ調査「学芸事業の参加者から見た評価」のアンケート調査の結

果と比較することで、ワークショップ型事業や創造事業の中長期の成果や波及効果を検証し、今後

の運営に活用する。 

① 調査の対象 

• 主に2013年度から2015年度の創造・公演（アウトリーチ＆ワークショップ等）及び学芸事業（次頁参

照）に参加した401人。 

② 配布・回収方法 

• 調査票の直接郵送による配布、後日郵送、ファックスにて回収。 

③ 実施時期 

• 2016年11月17日～12月17日 

④ 有効回答数・回答率 

• 162件、回収率：40.4%（配布数：401件） 

(2) 主な調査項目 

• 参加した講座やワークショップ 

• 参加年度 

• 北九州芸術劇場の講座やワークショップの参加回数 

• 情報入手経路 

• 参加動機 

• 参加した講座やワークショップの評価 

• 参加した講座やワークショップの総合的な意見 

• 今後の参加意向 

• 北九州芸術劇場以外での参加経験の有無 

• 学芸事業の４つの柱への意見 

• ワークショップを受けた経験の影響や効果 

• 北九州芸術劇場での鑑賞頻度 

• 劇場の運営方針への意見 

• 公演に出かけるのに何が妨げになっているか 

• 今後の北九州芸術劇場のワークショップ型事業への意見 など 

(3) 調査票（次頁参照） 
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※このアンケートは、北九州芸術劇場で2013年度から2015年度にかけて実施した、講座やワークショップにご参加いただいた

方の中から抽出してお送りしております 

北九州芸術劇場 ワークショップ参加者を対象としたアンケート調査 
北九州芸術劇場の講座やワークショップにご参加いただき、ありがとうございます。皆様の声を今後の運営に活かし

ていきたいと思いますので、アンケートにご協力いただきますようよろしくお願いいたします。本アンケートへの個別

の回答内容が公表されることはありませんので、率直なご意見をお聞かせください。なお、内容に関するお問い合わ

せは、北九州芸術劇場（TEL: 093-562-2655）までお願いいたします。 

ご回答いただいた方々の中から、山海塾「降りくるもののなかで―とばり」の招待券を抽選でペア５組１０名様に差し

上げます。当選者の発表は当選通知の発送にかえさせていただきます。 

ご参加いただいた講座やワークショップについておたずねします。 

Q1 参加された講座やワークショップは、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 
1 戯曲講座 2 アーティスト育成講座（シアターラボなど） 

3 ダンスワークショップ 4 演劇ワークショップ 

5 アーツマネジメント講座（劇場塾など） 6 創造参加（青い鳥公演など） 

Q2 講座やワークショップに参加された年はいつでしたか。（○はいくつでも） 
1 2013年度  2 2014年度  3 2015年度  4 覚えていない 

Q3 今までに北九州芸術劇場の講座やワークショップには、何回ぐらい参加されましたか。同一のプロ

グラムに複数回出席している場合は、出席回数ではなくプログラムの数をカウントしてください。

（○はひとつ） 
 1 １～２回  2 ３～５回  3 ６～９回  4 10回以上 

Q4 講座やワークショップに関する情報は、どのようにして入手されましたか。（○はいくつでも） 
 1  雑誌･タウン情報誌 2  新聞 
 3  テレビ・ラジオ 4  北九州市 市政だより 
 5  情報誌 Q など劇場の印刷物 6  街中のチラシ・ポスター 

 7  公演会場で配布されたチラシ 8 劇場ホームページ 
 9  友人・知人から聞いた 10  郵送やＥメールなど劇場からのダイレクトメール 
11  Facebook や twitter などの SNS 12 その他（具体的に   ） 

Q5 参加された理由は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 
 1 演劇やダンスに興味があるから   2 劇場などの文化施設に興味があるから 

 3 表現力・創作力のスキルアップをしたいから  4 プロになるためのきっかけがほしいから 

 5 講師や講師の作品が好きだから   6 友人の幅を広げたいから 

 7 新しいことを始めたかったから   8 人に勧められたから 

9 その他（具体的に    ） 

Q6 ご参加頂いた講座やワークショップについて、あなたのご意見をお聞かせください。 
（○は各項目ひとつだけ） 
 

1 
たいへん

満足 

2 
まあ 
満足 

3 
少し 

不満足 

4 
まったく

不満足 
（記入見本） 1 2 3 4 
講座・ワークショップの内容 1 2 3 4 
講師 1 2 3 4 
開催した日にち、時間 1 2 3 4 
講座・ワークショップの期間 1 2 3 4 
申し込み時、当日の劇場係員の対応 1 2 3 4 
料金 1 2 3 4 
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Q7 ご参加いただいた講座やワークショップに対する総合的な意見をお聞かせください。（○はひとつ） 
1 たいへん満足している   2 まあ満足している   3 あまり満足していない   4 まったく満足していない 

Q8 今後も、北九州芸術劇場で行われる講座やワークショップに参加したいと思いますか。（○はひとつ） 
1 ぜひ参加したい  2 機会があれば参加したい   3 あまり参加したいと思わない 

Q9 北九州芸術劇場以外で、演劇やダンスなど舞台芸術に関わる講座やワークショップに参加したことは

ありますか。（○はひとつ） 
1 ある  2 ない 

Q10 北九州芸術劇場は、学芸事業として次の４つを行っています。あなたのご意見をお聞かせください。 
（○は各項目ひとつだけ） 1 

ぜひやっ
てほしい 

2 
まあやっ
てほしい 

3 
あまり 

やる必要
はない 

4 
まったく
やる必要
がない 

人材育成

事業 

北九州発信のオリジナル作品の創造を支える舞台芸

術の専門家の育成を行います。 
1 2 3 4 

舞台芸術

普及事業 

舞台芸術に対する認識を高め、新たな観客を掘り起こ

します。 
1 2 3 4 

社会貢献

事業 

舞台芸術の特性を生かし、教育、福祉、医療、地域コミ

ュニティ形成など、地域社会に貢献します。 
1 2 3 4 

舞台芸術

研究 

舞台芸術についての研究分析、文芸面からの情報収集

や、北九州芸術劇場や劇場事業の記録を収集し、報告

書などを作成します。 
1 2 3 4 

Q11 講座やワークショップに参加してどのように感じられましたか。（○はいくつでも） 
1 客席で見るだけではなく別の形で体験することで、演劇やダンスに対する新たな興味がわいた 
2 演劇やダンスへの興味が高まり、より多くの公演を鑑賞したいと思うようになった 
3 演劇やダンスだけではなく、舞台づくりや劇場について新たな発見があった 
4 将来、俳優やダンサー、脚本家などの仕事をしてみたいと思った 
5 将来、演劇の制作や劇場に関わる仕事をしてみたいと思った 

6 北九州芸術劇場が以前より身近になり、足を運ぶ回数が増えた 

7 舞台芸術が以前より身近になり、生活の中で芸術文化に触れる機会が増えた 

8 普段出会えない人に出会えるなど、人間関係に広がりが生まれた 

9 表現活動を行うことで、気持ちが開放的になり、日常生活に活気が生まれた 

10 演劇やダンスなどの芸術と深く触れ合ったことで、生き方に対する考え方が変わった 

11 演劇やダンスは趣味や鑑賞の対象だけではなく、教育や福祉などとも関わりが深いことがわかった 

12 その他（具体的に                                   ） 

Q12 講座やワークショップに参加したことで、あなたの生活や生き方に何か具体的な変化がありましたら、自

由にお書きください。 
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北九州芸術劇場での鑑賞活動や、劇場に関するご意見についておたずねします。 

Q13 今までに北九州芸術劇場で何回ぐらい公演をご覧になりましたか。（○はひとつ） 
 1 観たことはない   2 １～２回   3 ３～５回   4 ６～９回   5 10回以上 

Q14 北九州芸術劇場は次のような方針で運営しています。あなたのご意見をお聞かせください。 
（○は各項目ひとつだけ） 1 

ぜひやっ
てほしい 

2 
まあやっ
てほしい 

3 
あまり 

やる必要
はない 

4 
まったく
やる必要
がない 

観る 
東京、大阪など舞台芸術の先進都市からエンターテイメン

ト性や芸術性の高い‘旬’の舞台作品を招きます 
1 2 3 4 

創る 
劇場のオリジナル・プロデュースで本格的な舞台作品を創り

ます 
1 2 3 4 

育つ 
アーティストを劇場の外に派遣するなどの活動を通じて、地

域に舞台芸術を愛する人が根づく土壌を作ります 
1 2 3 4 

支える 
市民の文化活動の支援や、地元劇団等の創作活動の支援

を行います。 
1 2 3 4 

Q15 コンサートや演劇などの公演に出かけるのに、何が妨げになっていますか。（○はいくつでも） 
 1 見たい作品が少ない   2 いつ何をやっているか情報がない 
 3 チケット代金が高い   4 会場が遠い 
 5 開催時間が合わない   6 まわりに一緒に見に行く人がいない 
 7 仕事や勉強で忙しい   8 子どもや家族がいて出かけられない 
 9 その他（具体的に                                 ） 

Q16 北九州芸術劇場の講座やワークショップ、鑑賞事業、劇場全般について自由にご意見をお聞かせ

ください。 

①参加した講座・ワークショップの内容に関するご意見 
（特によかった点、これから受けてみたい講座・ワークショップ、今後に向けての要望など） 

②北九州芸術劇場の鑑賞事業や劇場全般について 
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最後に、あなた自身についておたずねします。 

F1 ご性別 
 1 男性 2 女性 

F2 配偶者の有無 
 1 あり 2 なし 

F3 ご年齢 
             歳  

F4 ご職業（○はひとつだけ） 
 1 会社員  2 公務員・団体職員  3 会社・団体役員 
 4 自営業  5 自由業・フリー  6 農・林・漁業 
 7 パート・アルバイト  8 専業主婦  9 小中学生・高校生 
10 短大・大学（院）生 11 専門学校生 12 無職 
13 その他（具体的に     ） 

F5 お住まいのエリアをお答えください。（○はひとつだけ） 
 1 北九州市 2 北九州市周辺（直方市、田川市、行橋市、中間市、飯塚市、宗像市、福津市、宮若市、遠賀郡等） 
 3 福岡市 4 福岡市周辺（筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、古賀市、糸島市、糟屋郡等） 
 5 上記以外の福岡県内 6 福岡県以外の九州 
 7 下関市 8 下関市以外の山口県 
 9 その他（具体的に         ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
［グループインタビューへのご協力のお願い］ 

◎ 北九州芸術劇場では、後日、講座やワークショップに参加された皆様のグループインタビューを実

施したいと考えております。ご協力いただける方は、「1 はい」に○をつけてください。 
1 はい 2 いいえ 

インタビューのお願いは、「はい」をお選びいただいた方の中から選ばせていただきます。 

ご協力いただける場合は上記枠内のお名前・ご連絡先（異なる場合日中のご連絡先）を必ずご記入ください。 

 
＊ グループインタビューは、アンケートにご回答いただいた皆様に、北九州芸術劇場の講座やワークシ

ョップや、劇場全般について感じていらっしゃることを、ざっくばらんにお話しいただくものです。

（お話しいただいた方のお名前や個別の内容が公表されることは一切ありません）。 
＊ 皆様のご意見を今後の劇場運営に反映していきたいと考えておりますので、ぜひご協力をお願いいた

します。 
＊ なお、グループインタビューを実施する際には、対象者に改めて劇場からご連絡を差し上げますので、

重ねてよろしくお願いいたします。 
 長時間にわたり、ご協力ありがとうございました。 

お名前とご連絡先のご記入をお願いします。 
（招待券の応募にはご記入が必要です。ご記入頂いた情報は、招待券の抽選・発送、またはグループインタビュー

のお願い以外には一切使いません） 
■お名前       （フリガナ）                  

■ご住所  〒                 

■Tel              ■E-mail                

■日中のご連絡先が異なる場合 
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(1) 性別 F1

合計 男性 女性 無回答

全体 2016年度調査 162 27.2 71.0 1.9
2004年度調査 123 21.1 74.8 4.1
１～２回 89 28.1 70.8 1.1
３～５回 50 20.0 78.0 2.0
６～９回 12 33.3 66.7 0.0
10回以上 6 50.0 33.3 16.7
たいへん満足している 104 24.0 75.0 1.0
まあ満足している 49 28.6 67.3 4.1
あまり満足していない 5 40.0 60.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0
ある 69 27.5 69.6 2.9
ない 90 25.6 73.3 1.1
男性 44 100.0 0.0 0.0
女性 115 0.0 100.0 0.0
10代 25 16.0 84.0 0.0
20代 15 40.0 60.0 0.0
30代 22 27.3 72.7 0.0
40代 25 20.0 80.0 0.0
50代 27 33.3 66.7 0.0
60代 27 29.6 70.4 0.0
70代以上 12 41.7 58.3 0.0

年齢

F1　ご性別

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

・参加者の性別は、女性が71.0%、男性が27.2%と女性の割合が高い。2004年度調査では、女性が

74.8%、男性が21.1%となっており、今回の調査では男性の割合が増えている。 
・今までの講座やワークショップの参加頻度が「10回以上」の回答者は、女性よりも男性の割合が上

回っている（50.0%）。また、年齢別に見ると、「70代以上」の回答者は、他の世代に比べて男性の割合

が高い（41.7%）。 

27.2 

21.1 

71.0 

74.8 

1.9 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

2016年度調査 

2004年度調査 

男性 女性 無回答 

n=162 

n=123 
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(2) 配偶者の有無 F2

合計 あり なし 無回答

全体 2016年度調査 162 51.9 46.3 1.9
2004年度調査 123 32.5 61.0 6.5
１～２回 89 56.2 42.7 1.1
３～５回 50 42.0 56.0 2.0
６～９回 12 66.7 33.3 0.0
10回以上 6 50.0 33.3 16.7
たいへん満足している 104 46.2 52.9 1.0
まあ満足している 49 59.2 36.7 4.1
あまり満足していない 5 60.0 40.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0
ある 69 47.8 49.3 2.9
ない 90 53.3 45.6 1.1
男性 44 63.6 36.4 0.0
女性 115 48.7 51.3 0.0
10代 25 0.0 100.0 0.0
20代 15 6.7 93.3 0.0
30代 22 50.0 50.0 0.0
40代 25 80.0 20.0 0.0
50代 27 81.5 18.5 0.0
60代 27 77.8 22.2 0.0
70代以上 12 58.3 41.7 0.0

年齢

F2　配偶者の有無

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

・配偶者については、「あり」が51.9％、「なし」が46.3%となっている。2004年度調査では、「なし」が

61.0%、「あり」が32.5%で、配偶者がいない参加者が大幅に上回っていたが、調査対象となる事業の

傾向が変わったことで、配偶者の有無のバランスも変化している。 
・年齢別に見ると、「10代」から「50代」までは、年齢が高くなるにつれて配偶者が「あり」の参加者の割

合が高くなるものの、「60代」、「70代以上」は配偶者が「なし」の割合が高くなっている点に着目したい。 

51.9  

32.5  

46.3 

61.0 

1.9 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

2016年度調査 

2004年度調査 

あり なし 無回答 

n=162 

n=123 
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(3) 職業 F4

・職業は、「パート・アルバイト」が17.3%と最も高い割合となっており、次いで「会社員」が14.8%、「小中

学生・高校生」が14.2%という順になっている。2004年度調査では、「小中学生・高校生」が26.0%と最も

高く、次いで「会社員」「公務員・団体職員」の順となっていたが、調査対象となる事業の傾向が変わった

ことで、職業の傾向も変化している。 
・性別で見ると、「男性」では「会社員」が25.0%と最も多く、「女性」では「パート・アルバイト」が19.1%と

最も多い。年齢別に見ると、「60代」、「70代以上」では「無職」の割合が最も高くなっている点に着目した

い。 

14.8 

13.0 

6.8 

3.1 

17.3 

11.1 

14.2 

1.9 

0.6 

11.7 

3.1 

2.5 

13.8 

12.2 

1.6 

8.1 

7.3 

11.4 

5.7 

26.0 

4.9 

0.8 

3.3 

4.9 

0% 10% 20% 30%

会社員 

公務員・団体職員 

会社・団体役員 

自営業 

自由業・フリー 

農・林・漁業 

パート・アルバイト 

専業主婦 

小中学生・高校生 

短大・大学（院）生 

専門学校生 

無職 

その他 

無回答 

2016年度調査 
2004年度調査 

n=162 

n=123 

n=162 

n=123 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 
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(3) 職業 F4

合計 会社員 公務員・
団体職
員

会社・団
体役員

自営業 自由業・
フリー

農・林・
漁業

パート・
アルバ
イト

全体 2016年度調査 162 14.8 13.0 0.0 6.8 3.1 0.0 17.3
2004年度調査 123 13.8 12.2 1.6 8.1 7.3 0.0 11.4
１～２回 89 13.5 13.5 0.0 6.7 5.6 0.0 19.1
３～５回 50 20.0 12.0 0.0 8.0 0.0 0.0 14.0
６～９回 12 8.3 16.7 0.0 8.3 0.0 0.0 16.7
10回以上 6 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7
たいへん満足している 104 17.3 12.5 0.0 5.8 2.9 0.0 13.5
まあ満足している 49 8.2 14.3 0.0 8.2 4.1 0.0 24.5
あまり満足していない 5 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 40.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 14.5 10.1 0.0 10.1 2.9 0.0 15.9
ない 90 14.4 15.6 0.0 4.4 3.3 0.0 18.9
男性 44 25.0 18.2 0.0 13.6 0.0 0.0 13.6
女性 115 11.3 11.3 0.0 4.3 4.3 0.0 19.1
10代 25 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20代 15 40.0 13.3 0.0 6.7 0.0 0.0 26.7
30代 22 18.2 27.3 0.0 4.5 4.5 0.0 18.2
40代 25 12.0 28.0 0.0 8.0 12.0 0.0 28.0
50代 27 25.9 14.8 0.0 18.5 3.7 0.0 14.8
60代 27 7.4 3.7 0.0 7.4 0.0 0.0 22.2
70代以上 12 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3

合計 専業主
婦

小中学
生・高校
生

短大・大
学（院）
生

専門学
校生

無職 その他 無回答

全体 2016年度調査 162 11.1 14.2 1.9 0.6 11.7 3.1 2.5
2004年度調査 123 5.7 26.0 4.9 0.0 0.8 3.3 4.9
１～２回 89 12.4 15.7 1.1 0.0 7.9 2.2 2.2
３～５回 50 8.0 16.0 2.0 2.0 14.0 2.0 2.0
６～９回 12 25.0 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0
10回以上 6 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7
たいへん満足している 104 9.6 19.2 1.9 1.0 11.5 2.9 1.9
まあ満足している 49 16.3 6.1 2.0 0.0 10.2 2.0 4.1
あまり満足していない 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 10.1 11.6 2.9 1.4 14.5 1.4 4.3
ない 90 12.2 16.7 1.1 0.0 8.9 3.3 1.1
男性 44 0.0 9.1 0.0 0.0 18.2 2.3 0.0
女性 115 15.7 16.5 2.6 0.9 9.6 3.5 0.9
10代 25 0.0 84.0 12.0 4.0 0.0 0.0 0.0
20代 15 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7
30代 22 18.2 0.0 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0
40代 25 8.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0
50代 27 11.1 0.0 0.0 0.0 3.7 7.4 0.0
60代 27 22.2 0.0 0.0 0.0 29.6 7.4 0.0
70代以上 12 25.0 0.0 0.0 0.0 58.3 0.0 0.0

年齢

F4　ご職業

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢

F4　ご職業

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別
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(4) 居住エリア F5

・参加者の居住エリアは、「北九州市」が71.6%、「北九州市周辺」が8.0%となっている。2004年度調査

では、「北九州市」（66.7%）に次いで多かったのが「福岡市」の12.2%だったが、今回の調査では「福岡

市」は4.3%と低くなっており、「北九州市周辺」の割合が増えている。 
・講座やワークショップの参加頻度別に見ると、「10回以上」の参加者は83.3%が「北九州市」となってい

る。年齢別に見ると、「20代」は「北九州市」が46.7%と他の世代に比べて低い割合となっており、「北九

州市」の割合が高いのは「60代」（88.9%）、「70代以上」（83.3%）となっている。 

71.6 

8.0 

4.3 

1.2 

2.5 

2.5 

1.9 

2.5 

3.7 

1.9 

66.7 

4.1 

12.2 

4.1 

3.3 

0.8 

3.2 

1.6 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

北九州市 

北九州市周辺 

福岡市 

福岡市周辺 

上記以外の福岡県内   

福岡県以外の九州 

下関市 

下関市以外の山口県 

その他 

無回答 

2016年度調査 
2004年度調査 

※ 

※2004年度調査では、「山口県（下関市も含む）」としている。 

n=162 

n=123 

0.0 
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(4) 居住エリア F5

合計 北九州市 北九州市周
辺

福岡市 福岡市周辺 上記以外の
福岡県内

全体 2016年度調査 162 71.6 8.0 4.3 1.2 2.5
2004年度調査 123 66.7 4.1 12.2 4.1 3.3
１～２回 89 70.8 7.9 2.2 1.1 2.2
３～５回 50 70.0 8.0 6.0 2.0 4.0
６～９回 12 75.0 16.7 8.3 0.0 0.0
10回以上 6 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0
たいへん満足している 104 73.1 8.7 2.9 0.0 3.8
まあ満足している 49 73.5 6.1 4.1 2.0 0.0
あまり満足していない 5 20.0 20.0 40.0 20.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 60.9 10.1 5.8 1.4 4.3
ない 90 80.0 6.7 3.3 1.1 1.1
男性 44 75.0 9.1 6.8 0.0 0.0
女性 115 72.2 7.8 3.5 1.7 3.5
10代 25 76.0 8.0 4.0 0.0 4.0
20代 15 46.7 6.7 6.7 6.7 6.7
30代 22 72.7 9.1 4.5 4.5 0.0
40代 25 72.0 8.0 8.0 0.0 4.0
50代 27 66.7 14.8 3.7 0.0 0.0
60代 27 88.9 0.0 3.7 0.0 3.7
70代以上 12 83.3 8.3 0.0 0.0 0.0

合計 福岡県以外
の九州

下関市 下関市以外
の山口県

その他 無回答

全体 2016年度調査 162 2.5 1.9 2.5 3.7 1.9
2004年度調査 123 0.8 3.2 1.6 4.1
１～２回 89 2.2 1.1 4.5 6.7 1.1
３～５回 50 4.0 4.0 0.0 0.0 2.0
６～９回 12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10回以上 6 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7
たいへん満足している 104 2.9 1.9 2.9 2.9 1.0
まあ満足している 49 2.0 0.0 2.0 6.1 4.1
あまり満足していない 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 2.9 1.4 4.3 5.8 2.9
ない 90 2.2 1.1 1.1 2.2 1.1
男性 44 0.0 2.3 2.3 4.5 0.0
女性 115 3.5 1.7 2.6 3.5 0.0
10代 25 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0
20代 15 0.0 6.7 6.7 13.3 0.0
30代 22 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0
40代 25 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0
50代 27 11.1 0.0 0.0 3.7 0.0
60代 27 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0
70代以上 12 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0

年齢

F5　お住まいのエリア

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢

F5　お住まいのエリア

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別
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(5) 参加した講座やワークショップ Q1

合計 戯曲講
座

アーティ
スト育成
講座（シ
アターラ
ボなど）

ダンス
ワーク
ショップ

演劇
ワーク
ショップ

アーツマ
ネジメン
ト講座
（劇場塾
など）

創造参
加（青い
鳥公演
など）

無回答

全体 2016年度調査 162 4.9 10.5 22.2 29.0 16.0 46.3 2.5
１～２回 89 3.4 6.7 15.7 25.8 12.4 39.3 1.1
３～５回 50 2.0 8.0 24.0 28.0 24.0 58.0 0.0
６～９回 12 16.7 33.3 50.0 33.3 8.3 50.0 0.0
10回以上 6 33.3 50.0 66.7 83.3 33.3 50.0 0.0
たいへん満足している 104 4.8 10.6 26.0 30.8 15.4 43.3 1.0
まあ満足している 49 6.1 10.2 16.3 30.6 16.3 53.1 2.0
あまり満足していない 5 0.0 20.0 0.0 0.0 40.0 40.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 8.7 15.9 33.3 36.2 20.3 30.4 1.4
ない 90 2.2 6.7 13.3 24.4 13.3 58.9 2.2
男性 44 4.5 20.5 31.8 27.3 15.9 29.5 6.8
女性 115 5.2 7.0 19.1 28.7 15.7 52.2 0.9
10代 25 8.0 16.0 4.0 64.0 4.0 36.0 0.0
20代 15 13.3 33.3 0.0 33.3 46.7 20.0 0.0
30代 22 4.5 13.6 31.8 36.4 18.2 27.3 0.0
40代 25 4.0 8.0 20.0 24.0 28.0 36.0 0.0
50代 27 3.7 7.4 44.4 18.5 14.8 37.0 3.7
60代 27 3.7 3.7 33.3 11.1 3.7 74.1 3.7
70代以上 12 0.0 0.0 0.0 16.7 8.3 91.7 8.3

年齢

Q1　参加された講座やワークショップは、次のうちどれですか。

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

・参加した講座やワークショップで最も多かったのは、「創造参加（青い鳥公演など）」で46.3%、次いで

「演劇ワークショップ」（29.0%）、「ダンスワークショップ」（22.2%）となっている。 
・講座やワークショップの参加頻度別に見ると、「10回以上」の参加者は「演劇ワークショップ」が83.3%
で最も多い。性別で見ると、「男性」では31.8%が「ダンスワークショップ」に参加している。年齢別に見る

と、「70代以上」では「創造参加（青い鳥公演など）」が91.7%と非常に高い割合を占めている。 

4.9 

10.5 

22.2 

29.0 

16.0 

46.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

戯曲講座 

アーティスト育成講座（シアターラボなど） 

ダンスワークショップ 

演劇ワークショップ 

アーツマネジメント講座（劇場塾など） 

創造参加（青い鳥公演など） 

n=162 
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(6) 講座やワークショップに参加した年 Q2

合計 2013年度 2014年度 2015年度 覚えていな
い

無回答

全体 2016年度調査 162 35.8 43.8 51.9 9.9 6.8
１～２回 89 25.8 39.3 42.7 11.2 6.7
３～５回 50 46.0 56.0 66.0 8.0 2.0
６～９回 12 41.7 25.0 58.3 16.7 8.3
10回以上 6 100.0 66.7 66.7 0.0 0.0
たいへん満足している 104 32.7 46.2 58.7 7.7 6.7
まあ満足している 49 42.9 42.9 38.8 14.3 4.1
あまり満足していない 5 0.0 0.0 60.0 20.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 34.8 44.9 52.2 10.1 7.2
ない 90 35.6 43.3 52.2 10.0 5.6
男性 44 36.4 36.4 50.0 18.2 11.4
女性 115 34.8 46.1 52.2 7.0 5.2
10代 25 20.0 36.0 72.0 0.0 4.0
20代 15 13.3 33.3 53.3 13.3 13.3
30代 22 31.8 31.8 31.8 13.6 13.6
40代 25 40.0 48.0 40.0 24.0 0.0
50代 27 48.1 48.1 59.3 3.7 3.7
60代 27 37.0 55.6 51.9 11.1 7.4
70代以上 12 66.7 41.7 50.0 8.3 8.3

年齢

Q2　講座やワークショップに参加された年はいつでしたか。

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

・講座やワークショップに参加した年は、「2015年度」が51.9%、「2014年度」が43.8%、「2013年度」が

35.8%となっている。 
・年齢別に見ると、「70代以上」は66.7%が「2013年度」の講座やワークショップに参加している。 

35.8 

43.8 

51.9 

9.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2013年度 

2014年度 

2015年度 

覚えていない 

n=162 
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(7) 北九州芸術劇場での講座やワークショップの参加回数 Q3

合計 １～２回 ３～５回 ６～９回 10回以上 無回答

全体 2016年度調査 162 54.9 30.9 7.4 3.7 3.1
１～２回 89 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
３～５回 50 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
６～９回 12 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0
10回以上 6 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
たいへん満足している 104 55.8 31.7 6.7 3.8 1.9
まあ満足している 49 57.1 26.5 10.2 4.1 2.0
あまり満足していない 5 40.0 40.0 0.0 0.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 47.8 30.4 11.6 7.2 2.9
ない 90 61.1 31.1 4.4 1.1 2.2
男性 44 56.8 22.7 9.1 6.8 4.5
女性 115 54.8 33.9 7.0 1.7 2.6
10代 25 60.0 32.0 4.0 4.0 0.0
20代 15 60.0 26.7 6.7 0.0 6.7
30代 22 63.6 27.3 9.1 0.0 0.0
40代 25 64.0 28.0 4.0 4.0 0.0
50代 27 48.1 29.6 7.4 11.1 3.7
60代 27 55.6 33.3 11.1 0.0 0.0
70代以上 12 41.7 25.0 16.7 0.0 16.7

年齢

Q3　今までに北九州芸術劇場の講座やワークショップには、何
回ぐらい参加されましたか。

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

・北九州芸術劇場での講座やワークショップに参加した回数は「１～２回」が54.9%と過半数となっており、

「３～５回」が30.9%、「６～９回」が7.4%、「10回以上」が3.7%となっている。 
・北九州芸術劇場以外での講座やワークショップの参加経験が「ある」場合は、「６～９回」が11.6%、

「10回以上」が7.2%となっており、北九州芸術劇場以外の参加経験が「ない」場合に比べて、参加回数

が多くなっている。 

１～２回 
54.9% 

３～５回 
30.9% 

６～９回 
7.4% 

10回以上 
3.7% 

無回答 
3.1% 

n=162 
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(8) 講座やワークショップに関する情報入手経路 Q4

・情報入手経路は、「公演会場で配布されたチラシ」が30.2%で最も高く、次いで「郵便やEメールなど劇

場からのダイレクトメール」が27.2%、「友人・知人から聞いた」が26.5%となっている。「その他」（9.3%）

の自由記述では「小学校で配られたチラシ」が多い。2004年度調査では「友人・知人から聞いた」が

35.0%で最も高く、次いで「公演会場で配布されたチラシ」が31.7%、「北九州市 市政だより」が17.1%と

いう順になっており、情報入手経路は大きく変化したことが明らかとなっている。 
・性別で見ると、「男性」は「公演会場で配布されたチラシ」が、「女性」は「郵便やEメールなど劇場から

のダイレクトメール」が最も高い。年齢別に見ると、「30代」では「情報誌Qなど劇場の印刷物」、「60代」

では「新聞」、「10代」と「70代以上」では「友人・知人から聞いた」が、それぞれ最も高い情報入手経路と

なっており、世代によって異なっている。 

4.3 

13.6 

0.0 

17.9 

23.5 

9.9 

30.2 

22.8 

26.5 

27.2 

7.4 

9.3 

1.6 

6.5 

0.0 

17.1 

16.3 

14.6 

31.7 

14.6 

35.0 

13.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

雑誌･タウン情報誌 

新聞 

テレビ・ラジオ 

北九州市 市政だより 

情報誌Qなど劇場の印刷物 

街中のチラシ・ポスター 

公演会場で配布されたチラシ 

劇場のホームページ 

友人・知人から聞いた 

郵便やEメールなど劇場からのダイレクトメール 

facebookやTwitterなどのSNS 

その他 

2016年度調査 

2004年度調査 

※1…2004年度調査は「ステージ通信Qなど」と表記 
※2…2004年度は「チラシ・ポスター」と表記 
※3…2004年度調査は「インターネット・ホームページ」と表記 
※4…2004年度調査は選択肢を設けていない 

※1 

※2 

※3 

※4 

※4 

n=162 

n=123 

0.0 

0.0 
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(8) 講座やワークショップに関する情報入手経路 Q4

合計 雑誌･タ
ウン情報
誌

新聞 テレビ・ラ
ジオ

北九州市
市政だよ
り

情報誌Q
など劇場
の印刷物

街中のチ
ラシ・ポス
ター

公演会場
で配布さ
れたチラ
シ

全体 2016年度調査 162 4.3 13.6 0.0 17.9 23.5 9.9 30.2
2004年度調査 123 1.6 6.5 0.0 17.1 16.3 14.6 31.7
１～２回 89 4.5 14.6 0.0 16.9 12.4 9.0 19.1
３～５回 50 6.0 12.0 0.0 14.0 36.0 12.0 38.0
６～９回 12 0.0 16.7 0.0 25.0 41.7 8.3 66.7
10回以上 6 0.0 16.7 0.0 33.3 66.7 16.7 83.3
たいへん満足している 104 4.8 10.6 0.0 14.4 22.1 10.6 34.6
まあ満足している 49 4.1 20.4 0.0 26.5 26.5 10.2 20.4
あまり満足していない 5 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 60.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 4.3 10.1 0.0 18.8 24.6 5.8 36.2
ない 90 4.4 15.6 0.0 17.8 22.2 13.3 26.7
男性 44 0.0 11.4 0.0 13.6 20.5 11.4 38.6
女性 115 6.1 13.9 0.0 18.3 25.2 9.6 27.0
10代 25 8.0 0.0 0.0 0.0 20.0 16.0 32.0
20代 15 0.0 0.0 0.0 6.7 6.7 20.0 40.0
30代 22 0.0 0.0 0.0 22.7 40.9 13.6 27.3
40代 25 8.0 8.0 0.0 4.0 20.0 4.0 24.0
50代 27 0.0 14.8 0.0 11.1 18.5 11.1 40.7
60代 27 7.4 48.1 0.0 37.0 25.9 7.4 22.2
70代以上 12 8.3 16.7 0.0 41.7 25.0 0.0 25.0

合計 劇場の
ホーム
ページ

友人・知
人から聞
いた

郵便やE
メールな
ど劇場か
らのダイ
レクトメー
ル

facebook
やTwitter
などの
SNS

その他 無回答

全体 2016年度調査 162 22.8 26.5 27.2 7.4 9.3 1.9
2004年度調査 123 14.6 35.0 13.8
１～２回 89 12.4 29.2 16.9 6.7 9.0 0.0
３～５回 50 30.0 26.0 40.0 4.0 14.0 0.0
６～９回 12 66.7 33.3 41.7 16.7 0.0 0.0
10回以上 6 50.0 0.0 50.0 33.3 0.0 0.0
たいへん満足している 104 24.0 29.8 28.8 8.7 12.5 1.0
まあ満足している 49 24.5 20.4 24.5 6.1 2.0 0.0
あまり満足していない 5 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 31.9 29.0 26.1 14.5 4.3 1.4
ない 90 16.7 24.4 28.9 2.2 13.3 1.1
男性 44 29.5 25.0 25.0 13.6 2.3 4.5
女性 115 20.0 27.0 27.8 5.2 12.2 0.9
10代 25 32.0 44.0 28.0 12.0 20.0 0.0
20代 15 26.7 26.7 26.7 0.0 6.7 0.0
30代 22 31.8 27.3 13.6 9.1 9.1 0.0
40代 25 16.0 24.0 36.0 12.0 20.0 0.0
50代 27 33.3 29.6 33.3 14.8 0.0 3.7
60代 27 11.1 7.4 29.6 0.0 3.7 0.0
70代以上 12 0.0 33.3 25.0 0.0 0.0 8.3

性別

年齢

Q4　講座やワークショップに関する情報は、どのようにして入手さ
れましたか。

Q4　講座やワークショップに関する情報は、どのようにし
て入手されましたか。

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験
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(9) 参加した理由 Q5

・参加した理由は、「演劇やダンスに興味があるから」が47.5%で最も高く、次いで「新しいことを始めた

かったから」が42.6%、「表現力・創作力のスキルアップをしたいから」が40.7%という順になっている。

2004年度調査では、「表現力・創作力のスキルアップをしたいから」（58.5%）、「演劇やダンスに興味が

あるから」（48.8%）、「新しいことを始めたかったから」（23.6%）となっており、「新しいことを始めたかっ

たから」という参加の動機が大幅に増えている。 
・北九州芸術劇場以外での講座やワークショップの経験が「ある」場合は「演劇やダンスに興味がある

から」、「ない」場合は「新しいことを始めたかったから」という理由が最も高く、同様の傾向が、男性と女

性の違いにも表れている。また、年齢別に見ると、「10代」では「表現力・創作力のスキルアップをしたい

から」が最も高いなど、世代によって異なっている。 

47.5 

19.1 

40.7 

7.4 

19.1 

13.0 

42.6 

13.6 

16.7 

48.8 

19.5 

58.5 

14.6 

22.8 

11.4 

23.6 

10.6 

11.4 

0% 25% 50% 75%

演劇やダンスに興味があるから 

劇場などの文化施設に興味があるから 

表現力・創作力のスキルアップをしたいから 

プロになるためのきっかけがほしいから 

講師や講師の作品が好きだから 

友人の幅を広げたいから 

新しいことを始めたかったから 

人に勧められたから 

その他 

2016年度調査 
2004年度調査 

※2004年度調査では、参加した理由について以下の選択肢も含めて尋ねている。 
・コミュニケーション能力を身につけたい（18.7%） 

n=162 

n=123 
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(9) 参加した理由 Q5

合計 演劇やダン
スに興味が
あるから

劇場などの
文化施設に
興味がある
から

表現力・創
作力のスキ
ルアップを
したいから

プロになる
ためのきっ
かけがほし
いから

講師や講師
の作品が好
きだから

全体 2016年度調査 162 47.5 19.1 40.7 7.4 19.1
2004年度調査 123 48.8 19.5 58.5 14.6 22.8
１～２回 89 40.4 15.7 31.5 5.6 16.9
３～５回 50 56.0 22.0 48.0 8.0 20.0
６～９回 12 66.7 25.0 75.0 25.0 25.0
10回以上 6 66.7 50.0 83.3 0.0 33.3
たいへん満足している 104 48.1 16.3 44.2 8.7 22.1
まあ満足している 49 49.0 26.5 38.8 6.1 16.3
あまり満足していない 5 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 68.1 21.7 56.5 10.1 26.1
ない 90 32.2 17.8 28.9 5.6 14.4
男性 44 54.5 18.2 45.5 9.1 15.9
女性 115 45.2 19.1 38.3 7.0 20.0
10代 25 56.0 16.0 64.0 16.0 32.0
20代 15 66.7 26.7 40.0 20.0 20.0
30代 22 68.2 40.9 40.9 13.6 13.6
40代 25 32.0 24.0 32.0 4.0 20.0
50代 27 51.9 11.1 44.4 0.0 22.2
60代 27 33.3 7.4 33.3 3.7 7.4
70代以上 12 33.3 16.7 16.7 0.0 25.0

合計 友人の幅を
広げたいか
ら

新しいこと
を始めた
かったから

人に勧めら
れたから

その他 無回答

全体 2016年度調査 162 13.0 42.6 13.6 16.7 1.9
2004年度調査 123 11.4 23.6 10.6 11.4 0.0
１～２回 89 12.4 40.4 11.2 18.0 0.0
３～５回 50 10.0 46.0 18.0 18.0 0.0
６～９回 12 25.0 66.7 25.0 8.3 0.0
10回以上 6 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0
たいへん満足している 104 9.6 42.3 15.4 18.3 1.0
まあ満足している 49 22.4 46.9 10.2 12.2 0.0
あまり満足していない 5 0.0 20.0 0.0 40.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 11.6 31.9 8.7 7.2 1.4
ない 90 14.4 51.1 17.8 24.4 1.1
男性 44 6.8 27.3 9.1 9.1 4.5
女性 115 14.8 48.7 15.7 20.0 0.9
10代 25 8.0 16.0 28.0 4.0 0.0
20代 15 26.7 33.3 6.7 20.0 0.0
30代 22 18.2 40.9 22.7 9.1 0.0
40代 25 12.0 48.0 12.0 28.0 0.0
50代 27 11.1 44.4 14.8 33.3 3.7
60代 27 11.1 70.4 0.0 3.7 0.0
70代以上 12 0.0 41.7 8.3 25.0 8.3

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢

Q5　参加された理由は次のうちどれですか。

Q5　参加された理由は次のうちどれですか。

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢
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(10) 参加した講座やワークショップの満足度 Q6

・参加した講座やワークショップの満足度を、６項目について聞いたところ、「たいへん満足」という積極

的な評価の割合が高いのは「申し込み時、当日の劇場係員の対応」が77.8%、「講師」が73.5%、「講

座・ワークショップの内容」が66.0%となっている。2004年度調査と比較すると、６項目すべてで「たいへ

ん満足」の割合は向上しており、とくに「申し込み時、当日の劇場係員の対応」は63.4%から14.4ポイン

トも向上している。 
・一方、「少し不満」という評価は「開催した日にち、時間」と「講座・ワークショップの期間」でともに4.9%
となっている。 

66.0 

73.5 

35.2 

37.7 

77.8 

59.9 
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22.2  

56.8  

54.3  

19.1  

35.8  

1.9 

1.9 

4.9 

4.9 

1.2 

1.2 

0.6 

3.7 

1.9 

3.1 

3.1 

1.9 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

講座・ワークショップの内容 

講師 

開催した日にち、時間 

講座・ワークショップの期間 

申し込み時、当日の劇場係員の対応 

料金 

たいへん満足 まあ満足 少し不満足 まったく不満足 無回答 

n=162 
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(10) 参加した講座やワークショップの満足度 Q6

合計 たいへん満
足

まあ満足 少し不満足 まったく不
満足

無回答

全体 2016年度調査 162 66.0 28.4 1.9 0.0 3.7
2004年度調査 123 62.6 32.5 2.4 0.0 2.4
１～２回 89 71.9 22.5 2.2 0.0 3.4
３～５回 50 56.0 40.0 2.0 0.0 2.0
６～９回 12 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0
10回以上 6 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0
たいへん満足している 104 88.5 9.6 0.0 0.0 1.9
まあ満足している 49 30.6 65.3 2.0 0.0 2.0
あまり満足していない 5 0.0 40.0 40.0 0.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 60.9 33.3 1.4 0.0 4.3
ない 90 72.2 24.4 2.2 0.0 1.1
男性 44 59.1 34.1 0.0 0.0 6.8
女性 115 68.7 26.1 2.6 0.0 2.6
10代 25 68.0 24.0 4.0 0.0 4.0
20代 15 66.7 26.7 6.7 0.0 0.0
30代 22 59.1 36.4 0.0 0.0 4.5
40代 25 76.0 20.0 4.0 0.0 0.0
50代 27 63.0 29.6 0.0 0.0 7.4
60代 27 70.4 25.9 0.0 0.0 3.7
70代以上 12 58.3 41.7 0.0 0.0 0.0

合計 たいへん満
足

まあ満足 少し不満足 まったく不
満足

無回答

全体 2016年度調査 162 73.5 22.2 1.9 0.6 1.9
2004年度調査 123 72.4 21.1 2.4 0.8 3.3
１～２回 89 80.9 14.6 2.2 1.1 1.1
３～５回 50 64.0 34.0 2.0 0.0 0.0
６～９回 12 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0
10回以上 6 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
たいへん満足している 104 92.3 5.8 1.0 0.0 1.0
まあ満足している 49 42.9 57.1 0.0 0.0 0.0
あまり満足していない 5 0.0 20.0 40.0 20.0 20.0
まったく満足していない 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ある 69 72.5 24.6 1.4 1.4 0.0
ない 90 75.6 20.0 2.2 0.0 2.2
男性 44 63.6 25.0 2.3 2.3 6.8
女性 115 78.3 20.0 1.7 0.0 0.0
10代 25 88.0 12.0 0.0 0.0 0.0
20代 15 80.0 13.3 6.7 0.0 0.0
30代 22 72.7 22.7 0.0 4.5 0.0
40代 25 80.0 16.0 4.0 0.0 0.0
50代 27 70.4 22.2 0.0 0.0 7.4
60代 27 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0
70代以上 12 66.7 25.0 8.3 0.0 0.0

年齢

Q6-1 講座・ワークショップの内容

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別

年齢

Q6-2 講師

今までの北九州芸術劇場の
講座やワークショップの参加
頻度

ご参加いただいた講座や
ワークショップに対する総合
的な満足度

北九州芸術劇場以外での講
座やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加経験

性別
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